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平成 27 年度事業報告書 
 
I 事業の概況  
  
 一般社団法人人工知能学会は新定款第2章に定められた目的及び事業に従い，以下のような事業を実施した．  
  
1. 学術集会，学術講演会，講習会等の開催（定款4条1号） 

第29回全国大会を，平成27年5月30日(土)～6月2日(火)に函館市の公立はこだて未来大学で開催した．

大会では，一般発表のほかに基調講演1件，招待講演2件，公開討論会1件，公開イベント1件，特別セッシ

ョン3件などを実施した．なお，発表件数は664件（前年度は620件），参加者数は1,169名（同1,005名）

で盛会であった． 
第7回国際シンポジウムJSAI-isAI2015を平成27年11月16日(月)～18日(水)に8ワークショップ構成で

慶応義塾大学日吉キャンパスと矢上キャンパスで開催した．一般発表論文124件，招待講演28件，参加者246
名で，うち海外からの参加者は16ケ国35名であった．また，前回開催したJSAI-isAI2014のポスト・プロ

シーディングをSpringer社より出版した．  
AIセミナーは，第69回を「音声翻訳技術の現在，未来」と題して，第70回を「マルチエージェント技術

による社会システムの分野と設計」と題して東京で開催した． 
また，AIツール入門講座は，第8回を「ディープラーニングツールPylearn2，Torch7」と「音声インタラ

クションシステム構築ツールキットMMDAgent」の二つのテーマで，第9回を「テキストマイニングツール

TETDM」と「SATソルバーとそのアプリケーション開発」の二つのテーマで東京にて開催した． 
2. 学会誌，論文誌その他の刊行物の発行（定款4条2号） 

学会誌「人工知能」を隔月に発行した．「人工知能」は長期的な企画と周到な準備のもとにホットなテーマ

の特集，解説，連載記事や新たな企画で内容の充実を図ると同時に，キンドル版を発行し拡販に注力した．ま

た，「人工知能」で連載された解説を編集して「一人称研究のすすめ」と「深層学習」と題して単行本として

出版した．一方，人工知能学会論文誌は，（独）科学技術振興機構のJ-Stageを利用したオンラインジャーナ

ルで随時発行した．  
3. 研究の奨励及び研究業績の表彰（定款4条3号） 

AI分野の研究活性化のため「実践AIチャレンジ研究」に関する提案を公募し，委員会で厳重に審査した結

果，「介護ライフログの集積・分析によるＱｏＬの向上と学術医療・健康情報基盤整備」と「看護師の社会的

知能の理解に基づくベッドサイド声掛けロボットの開発」の2件の提案に助成した． 
学会公式Webサイトで，タイムリーに学会情報を発信すると同時に，非会員も登録可能なメーリングリス

トの運用を推進するなど，会員外の方々へのサービスの充実にも注力した． 
本年度の表彰では，業績賞1件，功労賞1件，現場イノベーション賞2件，論文賞2件，研究会優秀賞13

件，全国大会優秀賞15件と学生奨励賞14件を選定した． 
4. 研究及び調査（定款4条4号） 

21研究会の各々が単独，他学会と連携，あるいは合同研究で年間2‐4回の研究会を開催したほか，一部の

研究会は全国大会でオーガナイズドセッションを実施した．研究会開催総数は51回（同46回），総発表論文

数は439件（同399件），総参加者数は2,469名（同1,889名）であった． 
定例行事となった合同研究会2015を平成2７年11月12日(木)～14日(土)に慶応義塾大学日吉キャンパス

で開催した．参加研究会が11，発表件数が97件，研究会優秀賞受賞者記念講演が13件，企業展示が12件，

30周年記念事業のプレ企画が2件，延べ参加者数が548名（昨年度は401名）と大盛況であった． 
5. 国内外の関連学術団体との連絡及び協力（定款4条5号） 

国内外の人工知能関連団体のイベントを積極的に共催（3件)・協賛(64件)・後援(10件)し，学会活動の活性

化と多様化を推進した． 
6. 年度末の会員数は，正会員3,154名（対前年度447名増)，学生会員638名（同157名増），賛助会員67社

（同27社増），特殊購読会員55名（同1名減）となった．リーマンショック以降，個人会員も賛助会員も減

少が続いていたが，2013年度より増加に転じた． 
 

処務の概要は16ぺージ以降に，役員などに関する事項，職員に関する事項，会議などに関する事項，許可・認 
可などに関する事項，契約に関する事項，寄付金に関する事項，主務官庁からの連絡事項の順にまとめた．  
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(1) 学術集会，学術講演会，講演会等の開催（定款4条1号） 
 
① 第29回全国大会JSAI2015 

 
・日 時：平成27年5月30日(土)～6月2日(火) 

 
・場 所：公立はこだて未来大学  

 
    ・組 織：大会委員長 山田 誠二（国立情報学研究所） 
         大会副委員長（プログラム委員長）  柏原 昭博（電気通信大学） 
 大会副委員長（実行委員長） 安藤 真一（NEC） 
 プログラム副委員長          有村 博紀（北海道大学） 
         実行副委員長      平松 薫（NTT） 
 委員：田村 晃裕，芦川 将之，平田 圭二，中島 秀之，大塚 裕子，田柳 恵美子，迎山 和司， 

川嶋 稔夫，木村 健一，角 薫，鈴木 昭二，鈴 木恵二，中原 孝信，河原 吉伸， 
沖本 天太，波多野 大督，杉山 麿人，石畠 正和，加納 政芳，稲葉 通将，林 佑樹， 
山西 良典，平 博順，金岡 利知，内海 慶，原田 拓，佐藤 敏紀，松田 憲幸， 
鈴木 麗璽，中山 功一，大久保 好章，赤石 美奈，高畠 嘉将，田邊 遼，井上 祐馬， 
水本 智也，林 侑輝，有江 浩明，北原 鉄朗，笠井 俊信，江藤 力，福井 健一， 
松本 慎平，矢入 郁子 

 
・基調講演：｢人工知能は世の中をどう変えるか」 松原 仁（公立はこだて未来大学） 

 
    ・招待講演1：「「初音ミク」の現在・過去・未来」 

伊藤 博之（クリプトン・フューチャー・メディア株式会社） 
 
    ・招待講演2：「「フカシギの数え方」から広がる知能情報処理アルゴリズム技術」 

湊 真一（北海道大学） 
 
    ・公開討論会：人工知能学会倫理委員会 

オーガナイザ：松尾 豊（東京大学） 
パネリスト：西田 豊明（京都大学），堀 浩一（東京大学），武田 英明（国立情 報学研究所）， 

長谷 敏司（SF作家），塩野 誠（株式会社経営共創基盤），服部 宏充（立命館大学）， 
栗原 聡（電気通信大学），山川 宏（ドワンゴ） 

 
・公開イベント：「コンピュータ囲碁はどこまで人間に迫れるか」 
    オーガナイザ：松原 仁（公立はこだて未来大学） 

対局者：プロ棋士 下坂 美織 二段 
コンピュータ囲碁：ＺＥＮ 
解説：プロ棋士 小林 覚 九段 
司会：伊藤 毅志（電気通信大学） 

 
・特別セッション：「認知科学とAIの再会 ～ 認知科学会とのコラボレーションセッション ～」 

・S1 学習の科学と工学の協同 ―「組み立てることによる学習」を題材として ― 
オーガナイザ：三輪 和久（名古屋大学） 
講演者：平嶋 宗（広島大学），鈴木 克明（熊本大学） 

      ・S2 知覚的シンボルシステムの実現に向けて ― 人間知能の構成論的理解 ― 
オーガナイザ：岡田 浩之（玉川大学）  
講演者：松香 敏彦（千葉大学），谷口 忠大（立命館大学），浅田 稔（大阪大学） 

      ・S3 人間の知性と機械の知性の接点：認知科学とAIのReunionへ向けて 
        オーガナイザ：鈴木 宏昭（青山学院大学），大森 隆司（玉川大） 
        講演者：開 一夫（東京大学），橋田 浩一（東京大学）， 
        ディスカッサント：堀 浩一（東京大学），山川 宏（ドワンゴ） 
 
    ・特別セッション：人工知能研究拠点の設立 
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        オーガナイザー：麻生 英樹（産業技術総合研究所） 
        パネリスト：辻井 潤一（産業技術総合研究所），松原 仁（公立はこだて未来大学）， 

丸山 文宏（富士通研究所），鷲尾 隆（大阪大学）， 
本村 陽一（産業技術総合研究所），松尾 豊（東京大学） 

 
・特別セッション：「学生企画：研究の価値，異議の再考」 

 
 ・招待講演①：「研究と社会の間に何があるか」 武田 英明（国立情報学研究所） 
 
 ・招待講演②：「大規模並列計算のおける計算機科学」 石野 明（グーグル株式会社） 
 
      
 

・発表申込件数合計                                  664件 
   一般     320件 
   オーガナイズドセッション  293件 
   近未来チャレンジ        51件 
 
 

・参加者 
 

参加者数：1,169名 
会員（706名） 非会員（463名） 

一般 学生 一般 学生 

発表参加者（626名） 195名 140名 69名 222名 

聴講参加者（543名） 339名 32名 142名 30名 
 
 
   

 ② 第7回国際シンポジウム（JSAI International Symposia on AI, JSAI-isAI 2015） 
     

 ・日 時：平成27年11月16日(月)～18日(水) 
 

 ・場 所：慶応義塾大学 日吉キャンパス（来往舎）と矢上キャンパス 
 

・組 織：企画委員会  大武 美保子（千葉大学），倉橋 節也（筑波大学），太田 唯子（富士通研究所） 
 
 ・構 成：  

WS1: The 12th International Workshop on Logic and Engineering of Natural 
Language Semantics (LENLS 12) 

 
WS2: 9th International Workshop on Juris-Informatics (JURISIN 2015) 

  
WS3: The 2nd International Workshop on Advanced Methodologies for Bayesian Networks  

（AMBN 2015） 
 

WS4: The 2nd International Workshop on Argument for Agreement and Assurance  
（AAA2015） 

 
WS5: Healthy Aging Tech Mashup Service, Data and People（HAT-MASH 2015） 

 
WS6: Time Series Data Analysis and Its Applications（TSDAA 2015） 

 
WS7: Intervention of Children with Autism Spectrum Disorders Using A Humanoid Robot 

（ASD-HR 2015） 
 

WS8: Skill Sciences（SKL 2015） 
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参加者数：246名 
(海外：16カ国35名） 

WS1 WS2 WS3 WS4 WS5 WS6 WS7 WS8

発表参加者（152名） 21+5 19+4 26+6 12+2 13+2 10+3 11+5 12+1

聴講参加者（94名） 20 17 16 6 9 9 9 8 

発表参加者：一般発表者数＋招待発表者数 

 

③ セミナーなどの開催：企画委員会セミナー担当 
委員長：井上 克己（国立情報学研究所），副委員長：岡本 洋（富士ゼロックス）  
委 員：松下 光範（関西大学），神田 直之（日立製作所），山根 昇平（富士通研究所），宮村 祐一（東

芝），榊 剛史（ホットリンク），古埼 晃司（大阪大学） 
 
  (1) セミナー  

 

 
 
 
 
 
 

 
 

  (2) AIツール入門講座  
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
(2) 学会誌，論文誌，その他の刊行物の発行（定款4条2号） 
 
① 学会誌人工知能：編集委員会 

編集長：栗原 聡（電気通信大学），副編集長：山川 宏（ドワンゴ） 
シニア委員：相澤 彰子（国立情報学研究所），和泉 潔（東京大学），市瀬 龍太郎（国立情報学研究所） 

大原 剛三（青山学院大学），小野田 崇（青山学院大学），折原 良平（東芝），來村 徳信 
（立命館大学），平 博順（大阪工業大学），高間 康史（首都大学東京） 

 
発行年月日 備     考

平成27年 5月1日
Vol. 30, No. 3 
発行部数： 3,570 
ページ数： 83 

巻頭言「受容される人工知能の条件」，特集｢学習科学と学習工学のフロンティア
─私の“学習”研究─（前編），特集「イノベーションとAI研究」，アーティ
クル「人工知能学会 倫理委員会の取組み」，レクチャーシリーズ「つながりが
創発するイノベーション：(第1回)」（聞き分ける技術の水平展開）（人と関わ
るロボットの研究），SFショート・ショート(第16回)「“しんり”の探究」「最
後の象」，論文特集「学習科学と学習工学のフロンティア」，私のブックマーク
「自然計算」，学生フォーラム：大林 茂先生インタビュー，会議報告，書評，文
献紹介 

回 開催日 テーマ 場 所 講演数 参加者

69 平成27年5月11日 音声翻訳技術の現在，未来 NII 4 35 
70 
 

平成28年2月22日 マルチエージェント技術による社

会システムの分野と設計 
オーム社 4 27 

 開催日 テーマ 場 所 発表数 参加者

第8回 
講座1 

平成27年6月22日 ディープラーニングツール

「Pylearn2」「Torch7」 
NII 7 43 

第8回 
講座２ 

平成27年6月22日 音声インタラクションシステム構

築ツールキットMMDAgent 
NII 5 28 

 
第9回 
講座1 

平成27年12月14日 テキストマイニングツールTETDM NII 3 23 

第9回 
講座２ 

平成27年12月14日 SATソルバーとそのアプリケーシ

ョン開発 
NII 6 45 
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平成27年 7月1日
Vol. 30, No. 4 
発行部数： 3,570 
ページ数： 99 

巻頭言「サステイナブルな学会運営」，特集「ビジネスが創発する人工知能と人
工社会」，特集「学習科学と学習工学のフロンティア─私の“学習”研究─（後
編）」，レクチャーシリーズ「つながりが創発するイノベーション：(第2回)」
（物理エソロジーの道すがら）（システムの研究に魅せられて─分散OS からユ
ビキタスコンピューティングシステムへ─），SFショート・ショート（第17 回）
「舟歌」「ペアチと太郎」，私のブックマーク「複雑ネットワーク」，グローバ
ル・アイ（第30 回）「Idiap Research Institute（Switzerland）での研究生活」，
学生フォーラム「寺野隆雄先生インタビュー（積極的にお勉強！）」，会議報告，
書評 

平成27年 9月1日
Vol. 30, No. 5 
発行部数： 3,570 
ページ数： 169 

巻頭言「真のインタラクティブAI への忘れていた熱い思い」，特集「Linked Data 
とセマンティック技術」，特集「脳神経系シミュレーション」，小特集「コンピ
ュータ囲碁の最前線」，レクチャーシリーズ「つながりが創発するイノベーショ
ン：（第3回）」（それも一つの研究者人生）（インタラクションメディアの研
究），SFショート・ショート（第18回）「銀河の縁にて」「夢のホテル」，論
文特集「応用志向の脳科学実験」，私のブックマーク「オンライン学習」，グロ
ーバル・アイ(第31回）「日本の大学から英国の大学へ」，学生フォーラム「谷
口忠大先生インタビュー（30 代までが思想と知識の基盤をつくる．生き抜くため
の思考法）」，会議報告 

平成27年11月1日
Vol. 30, No. 6 
発行部数： 3,570 
ページ数： 173 

巻頭言「全国大会のお話」，特集「人の認知を拡張し健康を促進する環境知能」，
特集「2015年度人工知能学会全国大会(第29回）」，レクチャーシリーズ「つ
ながりが創発するイノベーション：（第4 回）」（ぼくは，こうして［空］と
［実］をつなぐ ），論文特集：「ネットワークが創発する知能」，論文特集：
「Massive Data Flow：自然や人工のシステムにみられる複雑さを理解する」，
論文アブストラクト：J-stage 人工知能学会論文誌Vol.30 に掲載，私のブック
マーク「計算社会科学」，グローバル・アイ（第32 回）「IBM ワトソン研究
所での人工知能研究」，学生フォーラム「八槇博史先生インタビュー（セキュリ
ティの視点から考える，AI の強みと盲点）」，会議報告，人工知能Vol. 30全
目次，会告「2015年度全国大会優秀書受賞者の紹介」 

平成28年 1月1日
Vol. 31, No. 1 
発行部数： 3,640 
ページ数： 147 

巻頭言「人工知能と学会雑感」，特集「認知的インタラクションデザイン学」，
「認知科学と記号創発ロボティクス：実世界情報に基づく知覚的シンボルシステ
ムの構成論的理解に向けて」，研究会報告：「ウェブサイエンス研究会発足」「医
用人工知能研究会設立」「汎用人工知能研究会創設記念シンポジウム」，レクチ
ャーシリーズ「つながりが創発するイノベーション（第5 回）」（グランドチャ
レンジの彼方へ）（ビッグデータ解析におけるビジネスと研究の架け橋 ），SF
ショート・ショート（第19 回）「あるゾンビ報告」「a calling」，特集「人工
知能分野における博士論文」，論文特集「知的対話システム」「実践Linked Open 
Data」「2014 年度近未来チャレンジ」，私のブックマーク「雰囲気工学」，学
生フォーラム「開 一夫先生インタビュー（人とつながり，広がる研究）」会議報
告 

平成28年 3月1日
Vol. 31, No. 2 
発行部数： 3,640 
ページ数： 121 
 

巻頭言「生活の中で普通のことを適当にする知能」，特集｢ニューラルネットワー
ク研究のフロンティア｣「人工知能研究のベンチマークとは─標準問題・データセ
ット・評価手法─」，アーティクル「人工知能がノーベル賞を獲る日，そして人
類の未来─究極のグランドチャレンジがもたらすもの─ 」，レクチャーシリーズ
「つながりが創発するイノベーション（第6 回）」（ 研究のネットワークがつ
ながるとき），研究会報告「合同研究会2015 開催報告 」，SFショート・ショ
ート（第20回）「愛の生活」「シンギュラリティ」，私のブックマーク「計算論
的認知科学」，学生フォーラム「関 喜一氏インタビュー（現場と共に考えるとい
う研究者像―福祉工学に取り組んできた経験から）」，会議報告 

 
 
② 人工知能学会論文誌：編集委員会（学会誌と同じ） 
 （独）科学技術振興機構のJ-Stageを利用してオンラインジャーナルを随時発行 
     J-stage（http://www.jstage.jst.go.jp/ja/） 

 
 ・Vol. 30 - 3：09編 （アブストラクトを人工知能学会誌第30巻 第6号に掲載） 
  ・Vol. 30 - 4：02編 （アブストラクトを人工知能学会誌第30巻 第6号に掲載） 
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 ・Vol. 30 - 5：07編 （アブストラクトを人工知能学会誌第30巻 第6号に掲載） 
 ・Vol. 30 - 6：09編 （アブストラクトを人工知能学会誌第30巻 第6号に掲載） 
 ・Vol. 31 - 1：12編 （アブストラクトを人工知能学会誌第31巻 第6号に掲載予定） 
 ・Vol. 31 - 2：14編 （アブストラクトを人工知能学会誌第31巻 第6号に掲載予定） 
  
 ③ 学会編集本 
   
   

書 名（出版社） 発 行 日 編  著  者 

一人称研究のすすめ（近代科学社） 平成27年4月30日 諏訪 正樹（慶大），堀 浩一（東京大学）

深層学習（近代科学社） 平成27年10月31日 神嶌 敏弘（産業技術総合研究所） 
  
 
④ Springer: LNAI9067「New Frontiers in Artificial Intelligence」 

Editors: Tsuyoshi Murata, Koji Mineshima, Daisuke Bekki 
JSAI-isAI 2014 Workshops, LENLS, JURISIN, and GABA 
Kanagawa, Japan, Novmber 23-24, 2014 
Revised Selected Papers 

    
 
(3) 研究の奨励および研究業績の表彰（定款4条3号） 
 

① 実践AIチャレンジ研究助成 
  審査委員会（委員長：松原 仁会長）で審査した結果，下記の2件の研究に助成した． 

   ・「介護ライフログの集積・分析によるＱｏＬの向上と学術医療・健康情報基盤整備」 
（宮崎大学 串間 宗夫） 

   ・「看護師の社会的知能の理解に基づくベッドサイド声掛けロボットの開発」 
（千葉大学 大武 美保子） 

 
② 研究業績の表彰 

 
(1) 平成27年度業績賞・功労賞（第31回定時社員総会で表彰の予定：平成28年6月24日） 

 学会規程に基づき，正会員による候補者の推薦及び業績賞・功労賞選定委員会（委員長：山田誠二副会長）

の審査を経て，第310回理事会で下記の受賞者を選定した． 
 

業績賞受賞者：伊藤 孝行（名古屋工業大学） 
 功労賞受賞者：佐藤 健（国立情報学研究所） 
 
 (2) 平成27年度現場イノベーション賞（第31回定時社員総会で表彰の予定：平成28年6月24日） 

現場イノベーション賞に関する規程に基づき，正会員による候補者の推薦及び選定委員会（委員長：山田

誠二副会長）の審査を経て，第310回理事会で下記の金賞1件と銀賞1件を選定した． 
 

      金賞：「顔認証ソフトウェアを用いたチケット本人確認システムの開発」 
     NEC本人確認ソリューショングループ 
         西山 雄吾，半田 享，星野 隆道，高木 剛，窪田 清仁，奥村 明俊，広明 敏彦，榎本 和史, 
         冨澤 孝明 

       
銀賞：「認知症予防を目的とする会話支援技術『共想法』の開発と超高齢社会における実用化」 

   NPO 法人ほのぼの研究所 
   大武 美保子，長谷川 多度，佐藤 由紀子，田口 良江，根岸 勝壽，佐藤 和子，清水 きよみ， 
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   永田映子，松村 光輝，長久 秀子，田崎 誉代，野口 宗昭 
  

(3) 平成27年度論文賞（第31回定時社員総会で表彰の予定：平成28年6月24日） 
      学会規程に基づき，論文誌第30巻第1号～第6号に発表された論文（ショートノート，技術資料を含む） 

を対象に，正会員による候補論文の推薦および論文賞選定委員会（委員長：栗原 聡編集委員長）の審査を

経て，第310回理事会で下記の論文を選定した． 
 
 ・「マルチモーダルLDA とNPYLM を用いたロボットによる物体概念と言語モデルの相互学習」 

 中村 友昭, 長井 隆行, 船越 孝太郎, 谷口 忠大, 岩橋 直人, 金子 正秀 
 ・「セマンティクスを用いたテンソル分解手法」 

中辻 真, 藤原 靖宏, 戸田 浩之, 澤田 宏, チェン ジン, ヘンドラー ジェームズ 
  
(4) 平成27年度研究会優秀賞（第31回定時社員総会で表彰の予定：平成28年6月24日） 

学会規程に基づき，平成27年度の研究会で発表された論文を対象に，選定委員会（委員長：和泉 潔研 
究会運営委員長）による審査を経て，第310回理事会で下記の15件を選定した． 

 
 ・「大規模グラフのコンパクトでスケーラブルな全距離スケッチ」 秋葉 拓哉，矢野 洋祐 
 ・「高階結合正則化による時空間変化パターン検出」 竹内 孝，河原 吉伸，岩田 具治 
 ・「アクティビティ評価情報と NMF の融合によるソーシャルメディアの信頼リンク予測」 
  松谷 貫司，熊野 雅仁，木村昌弘，斉藤 和巳，大原 剛三，元田 浩 
 ・「説明行為の質の推定に向けた会話者のマルチモーダル情報モデリング」 岡田 将吾，米 航，新田 克己 
 ・「Can LOD Based Question Generation Support Work in a Learning Environment for History  

Learning?」 Jouault Corentin, Kazuhisa Seta, Yuki Hayashi 
 ・「複数のマイクロホンアレイとロボット聴覚ソフトウエアHARK を用いた野鳥の観測精度の検討」 

松林 志保，小島 諒介，中臺 一博，鈴木 霊璽 
 ・「ニューラルネットワーク物語生成モデル」 浅川 伸一 
 ・「飲食店向け不動産営業を支援する申込み顧客推薦システムの評価」  

河村 一輝，諏訪 博彦，小川 祐樹，荒川 豊，安本 慶一 
 ・「株式掲示板におけるユーザ行動異常検知を用いた相場操縦発見手法に関する研究」 宮崎 邦洋，松尾 豊 
 ・「人の流れの計測とシミュレーションによる避難誘導方法の伝承－新国立劇場における避難体験オペラ 

コンサートを例に－」 大西 正輝, 山下 倫央, 星川 哲也，佐藤 和人 
 ・「セルフサービスシステムの実現に向けた回答データ作成手法」 竹内 広宜, 増田 聡, 宮本 晃太郎 
 ・「記述論理に基づく農作業オントロジーの設計と応用」  

朱 成敏，小出 誠二，武田 英明，法隆 大輔，竹崎 あかね，吉田 智一 
 ・「Twitter 位置情報・テキスト情報を用いた人の移動モデル構築と観光地推薦手法の提案」 

 前田 高志 ニコラス，吉田 光男，鳥海 不二夫，大橋 弘忠 
・「実データに基づく宅配郵便物流の地域集約方式による効率化の研究」  

黒瀬 雄太，寺野 隆雄 
 ・「情報アクセスにおける受動性と能動性：音声対話によるニュース記事アクセス」 

 林 良彦，藤江 真也，福岡 維新，高津 弘明，小林 哲則 

 
 (5) 平成27年度全国大会優秀賞（人工知能学会誌Vol. 30, No. 6で表彰：平成27年11月1発行）  

全国大会表彰規程および選定細則に基づき，全国大会開催期間平成27年5月30日～6月2日までに函館

市の公立はこだて未来大学で発表された全件を対象に平成27年度全国大会優秀賞選定委員会（委員長：柏

原昭博プログラム委員長）により慎重かつ厳正に審議した結果，大会優秀賞として下記の15件（口頭発表

部門11件とインタラクティブ発表部門4件）と学生奨励賞14件が最終候補として選定され，第302回理
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事会において承認されたので，各論文の筆頭著者に賞状を贈呈した． 
 

 [大会優秀賞：口頭発表部門 11件] 
    ・「不完全観測繰り返しゲームのチーム生産モデルにおける均衡解析」 重中 風奎 
    ・「戦略的操作不可能なケーキ分割メカニズムの提案」 伊原 尚正 

・「定性的で主観的な比較結果から目的関数を決定する数理計画法に基づくアプローチ」 吉住 貴幸 
・「信頼度つきギャップ分析による社会ネットワークからの高中心性 ノード群同定」 大原 剛三 

 ・「探索過程の視覚化によるテキスト集合からの知識獲得支援に関する研究」 大塚 直也 
・「ベイズ学習における必要最低サンプル数の推定」 徳田 悟 
・「ソーシャルメディアの書き込み数における揺らぎ」 佐野 幸恵 
・「クラウドソーシングにおけるプライバシ保護タスク割り当て」 梶野 洸 
・「Actor-criticアルゴリズムにおけるactorの効率的学習のためのcriticの学習」 横山 裕樹 
・「ミツバチ歩行軌跡の複数個体同時追跡アルゴリズムを用いた尻振りダンス軌跡の抽出」 高橋 伸弥 
・「組合せテストケース生成問題に対する制約解集合プログラミングの適用」 兼行 大将 

 
[大会優秀賞：インタラクティブ発表部門 4件] 

    ・「遠隔地間における紙文書授受感覚の再現」 大城 健太郎 
    ・「完全動的索引によるグラフ上の影響力推定・影響最大化クエリ」 大坂 直人 

・「漸進比較法によるランキング推定」 高濱 隆輔 
・「ベイズ学習における必要最低サンプル数の推定」 徳田 悟 

 
[学生奨励賞 14件]  

    ・「ハイブリッド制約言語HydLa処理系における数式処理と区間計算を組み合わせた 
シミュレーション実行」 和田 努 

・「オンラインファッションカタログを利用した画像とテキストからの組み合わせ推薦」 堀 和紀 
・「オンラインマルチモーダルHDPによる物体概念の獲得」 青木 達哉 

    ・「脳情報に機械学習を用いることによる、精神疾患（強迫症/強迫性障害）患者の判別」 高木 優 
・「キットビルド概念マップを用いた類比的学習の支援」 吉田 完 
・「算数文章題を対象とした問題構造の組み立て演習の実現」 古久保 和仁 

    ・「Can We Use LOD to Generate Meaningful Questions for History Learning?」 Jouault Corentin 
・「認知症ケアにおけるAOSを活用した介護スタッフと家族のための情報共有」 柴田 健一 
・「教師によるクラス単位での学習状況実時間把握のためのキットビルド概念マップの利用」 野村 敏弘 

    ・「乗用車とバスが混在するボトルネック・モデルにおける「無秩序の代償」とバス政策効果」 坂 泰志 
・「関係知識獲得のための意味表現の学習」 高瀬 翔 
・「マイクロブログ解析のための混合トピックモデル」 今井 優作 

    ・「漸進比較法によるランキング推定」 高濱 隆輔 
・「知的照明システムにおける照度/光度影響度係数を用いない照明制御回数の削減」 上南 遼平 

 
 (4) 研究および調査の実施（定款4条4号） 
 

① 第１種研究会（研究会運営委員会：和泉 潔委員長，中臺 一博副委員長） 
 

(1) 人工知能基本問題研究会（略称 SIG-FPAI） 

主査：坂本 比呂志（九州工業大学），主幹事：河原 吉伸（大阪大学）  
幹事：越村 三幸（九州大学），瀧川 一学 (北海道大学)，田部井 靖生（JST）    
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    発表数：一般発表数＋招待講演数（以下同様） 
  
 (2) 知識ベースシステム研究会（略称 SIG-KBS） 

主査：大原 剛三（青山学院大学），主幹事：尾崎 知伸（日本大学）  
幹事：猪口 明博（関西学院大学），山本 雅人（北海道大学） 

 
回 開 催 日 場 所 発表数 参加者 備  考 

105 平成27年8月7日 関西学院大 5 12  

106 平成27年11月12日 慶応大学・日吉 7 86 合同研究会2015 

107 平成28年 3月1日‐4日 北海道ルスツ 4 44 情処，信学会と連続開催

合計   16 142  

 
 
 (3) 言語・音声理解と対話処理研究会（略称 SIG-SLUD） 

主査：伝 康晴（千葉大学），主幹事：水上 悦雄（情報通信研究機構）  
     幹事：小倉 加奈代（岩手県立大学），増田 将伸（甲子園大学），岡田 将吾（東京工業大学）  
 

回 開 催 日 場 所 発表数 参加者 備  考 

74 平成27年7月22日 千葉大学 7+1 56  

75 平成27年10月29日‐30日 早稲田大学 25+1 182  

76 平成28年2月29日‐3月2日 野沢温泉村 12+5 34  

合計   44+7 272  
       
 

 (4) 先端的学習科学と工学研究会（略称 SIG-ALST） 
主査：松原 行宏（広島市立大学），主幹事：笠井 俊信（岡山大学）  
幹事：嶺 竜治（日立製作所） 

 
回 開催日 場 所 発表数 参加者 備  考 

74 平成27年 7月18日 信州大学 7 20  

75 平成27年11月14日 慶応大学・日吉 11 30 合同研究会2015 

76 平成28年 3月6日‐7日 有馬かんぽの宿 16 32  

合計   34 82  

若手 平成27年11月20日‐22日 ｻﾝｾｯﾄﾌﾟﾘｰｽﾞ保田 19 30 第26回教育システム
 
   
② 第２種研究会（研究会運営委員会：和泉 潔委員長，中臺 一博副委員長） 

 
(1) AIチャレンジ研究会（略称 SIG-Challenge） 

主査：光永 法明（大阪教育大学），主幹事：中臺 一博（ﾎﾝﾀﾞﾘｻｰﾁｲﾝｽﾃｨﾁｭｰﾄ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ）  
幹事：植村 渉（龍谷大学），公文 誠（熊本大学），中村 圭佑（ﾎﾝﾀﾞﾘｻｰﾁｲﾝｽﾃｨﾁｭｰﾄ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ） 

回 開催日 場 所 発表数 参加者 備  考 

98 平成27年8月7日‐8日 和歌山大学 9+1 22  

99 平成28年1月21日‐22日 仙台市湯の原ホテル 16+1 33  

100 平成28年3月27日‐28日 熊本市民会館 17 36  

合計   42+2 91  

isAI 平成27年 11月16日‐18日 慶応大学日吉 15+3 50 JSAI-is2015 

回 開催日 場 所 発表数 参加者 備  考 
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(2) ことば工学研究会（略称 SIG-LSE） 
主査：阿部 明典（千葉大学），主幹事：笠原 要（NTT） 

 
 

 
 
 
 

 

 

(3) コモンセンス知識と情動研究会（略称 SIG-CKE） 
    主査：竹林 洋一（静岡大学），主幹事：桐山 伸也（静岡大学） 

幹事：佐藤 久美子（玉川大学），沢井 佳子（チャイルド・ラボ），石川 翔吾（静岡大学） 
 

回 開 催 日 場 所 発表数 参加者 備  考 

 6 平成27年12月1日 静岡大学 1+2 20  
7 平成28年2月10日 静岡大学 0+1 23  

合計   1+3 43  

 

 (4) 身体知研究会（略称 SIG-SKL） 
主査：藤波 努（北陸先端科学技術大学院大学），主幹事：諏訪 正樹（慶応義塾大学） 
幹事：古川 康一（嘉悦大学），橋詰 謙（大阪大学），大武 美保子（千葉大学）， 

松浦 慶総（横浜国立大学）  
 

回 開 催 日 場 所 発表数 参加者 備  考 

22 平成28年3月4日 しいのき迎賓館 14 50 KST研究会と共同開催 
国際 平成27年11月18日 慶応大学日吉 12 20 JSAI-isAI2015に参加 

 

(5) ナチュラルコンピューティング研究会（略称 SIG-NAC） 
主査：鈴木 泰博（名古屋大学），主幹事：萩谷 昌己（東京大学） 

 
回 開 催 日 場 所 発表数 参加者 備  考 

16 平成27年10月10日 信州大学 10 12 SOMAワークショップ 

17 平成27年11月12日 慶応大学日吉 0+5 50 合同研究会2015に参加

18 平成28年2月21日‐22日 はこだて未来大学 6 12  

合計   16+5 74  

  
(6) 分子生物情報研究会（SIG-MBI） 

主査：小長谷 明彦（東京工業大学），主幹事：澤井 秀文（NICT神戸研究所） 
 

回 開 催 日 場 所 発表数 参加者 備  考 

58 平成27年7月31日 NICT 5+5 6  

59 平成27年11月14日 慶応大学・日吉 8 30 合同研究会2015に参加 

60 平成28年3月17日 JAIST 7 22 オープンバイオと共催 

合計   20+5 58  

42 平成27年 5月 3日 福井県生活学習館 8 20  
43 平成27年11月12日 慶応大学・日吉 10+2 91 合同研究会2015 
44 平成28年3月26日 愛知工業大学 5 20  
合計   23＋2 131  

回 開 催 日 場 所 発表数 参加者 備  考 

49 平成27年9月25日‐26日 岩手県アイーナ 8 15  

50 平成27年12月18日‐19日 千葉大学 13 16  

51 平成28年1月29日‐30日 明治大学 4 8 信学会と共催 

合計   25 39  
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  (7) 社会におけるAI研究会（略称 SIG-SAI） 
主査：野田 五十樹（産業技術総合研究所），主幹事：篠田 孝祐（電気通信大学） 

      幹事：伊藤 暢浩（愛知工業大学），香山 健太郎（情報通信研究機構），諏訪 博彦（奈良先端科学技

術大学院大学），小柴 等（科学技術・学術政策研究所） 
 

回 開 催 日 場 所 発表数 参加者 備  考 

23 平成27年10月24日‐25日 電気通信大学 7 58 ロボカップ関連 

24 平成27年11月12日 慶応大学・日吉 5 89 合同研究会2015 
25 平成28年3月1日‐4日 北海道ルスツ 6 44 信学会，情処と連続開催 

合計   21 191  

 

 (8) 金融情報学研究会（SIG-FIN） 
主査：和泉 潔（東京大学），主幹事：八木 勲 (神奈川工科大学) 
幹事：西山 昇（東京工業大学），中山 慎一郎，山本 竜一（早稲田大学），酒井 浩之（成蹊大学） 

 
回 開 催 日 場 所 発表数 参加者 備  考 

15 平成27年9月26日 東京大学・本郷 9+1 73  

16 平成28年3月28日 ﾌﾞﾙｰﾑﾊﾞｰｸ  ゙ 12+1 145  

合計   21+2 218  

ｾﾐﾅ  ー 平成27年10月13日 ﾌﾞﾙｰﾑﾊﾞｰｸ  ゙ 5 116 共催セミナー 

 
 (9) 知識・技術・技能の伝承支援研究会（略称 SIG-KST） 

主査：稗方 和夫（東京大学），主幹事：古川 慈之（産業技術総合研究所） 
幹事：青島 大悟（ツールラボ），坂口 憲一（テクノソリューション），佐久間 正剛（東芝）， 

松尾 宏平（海上技術安全研究所） 
 

回 開 催 日 場 所 発表数 参加者 備  考 

25 平成27年7月29日 東京大学・本郷 4 16  
26 平成27年 11月13日 慶応大学・日吉 7 45 合同研究会2015 
27 平成28年 3月4日 金沢市 14 50 身体知研究会と共同開催 

合計   25 111  

 

 (10) 知識流通ネットワーク研究会（略称 SIG-KSN） 
主査：山本 修一郎（名古屋大学），主幹事：神戸 雅一（NTTデータ） 
幹事：岡本 青史（富士通研究所），桑田 喜隆（室蘭工業大学）， 櫨山 淳雄（東京学芸大学），  
   小林 紀之（富士通研究所） 

 
回 開 催 日 場 所 発表数 参加者 備  考 
17 平成27年9月26日  名古屋大学 5 12  
18 平成28年3月1日 筑波大学 8 20  

合計   13 32  

 
(11) セマンテックウェブとオントロジー研究会（略称 SIG-SWO） 

主査：市瀬 龍太郎（国立情報学研究所），主幹事： 古崎 晃司（大阪大学） 
幹事：大向 一輝（国立情報学研究所），長野 伸一（東芝） 

 
  

 
 
 
 

回 開催日 場 所 発表数 参加者 備  考 
36 平成27年7月9日 国立情報学研究所 8+2 50 信学会と連続開催 
37 平成27年11月13日 慶応大学・日吉 6 70 合同研究会2015 
38 平成28年2月18‐19日 宮古島ﾏﾘﾝﾀｰﾐﾅﾙ 15 28  
合計   29+2 148  

- 11 -



 (12) データ指向構成マイニングとシミュレーション研究会（略称 SIG-DOCMAS） 
     主査：服部 宏充（立命館大学），主幹事：川村 秀憲（北海道大学） 
 幹事：和泉 潔（東京大学），鳥海 不二夫（東京大学），大原 剛三（青山学院大学）  
     

回 開 催 日 場 所 発表数 参加者 備  考 
9 平成27年11月14日 慶応大学・日吉 8 89 合同研究会2015 

10 平成28年3月1‐4日 北海道ルスツ 5 45 信学会，情処と連続開催 

合計   13 134  

 第3回国際ワークショップ シンガポール 発表8件，参加者15名  担当：服部 宏充  
 第5回研究会合宿 「Data Oriented Constructive Mining and Simulation 全般」12月1日 
       気仙沼プラザホテル  参加者9名     担当：栗原 聡 
 

 (13) ビジネスインフォマテックス研究会（略称 SIG-BI） 
     主査：寺野 隆雄（東京工業大学），主幹事：高橋 大志（慶応義塾大学） 
  幹事：後藤 祐介（岩手県立大学），小林 知巳（小林マネジメント研究所） 

倉橋 節也（筑波大学），鳥山 正博（立命館大学），菱山 玲子（早稲田大学） 
      

回 開 催 日 場 所 発表数 参加者 備  考 
3 平成27年11月13日 慶応大学・日吉 9+2 87 合同研究会2015 

4 平成28年3月19日 石垣島 17 25  

合計   26+2 112  

 
 (14) ウェブサイエンス研究会（略称 SIG-WEBSCI） 

     主査：岡 瑞起（筑波大学），主幹事：橋本 康弘（筑波大学） 
  幹事：鳴海 拓志（東京大学），佐藤 翔（同志社大学），濱崎 雅弘（産業技術総合研究所） 
      

回 開 催 日東京 場 所 発表数 参加者 備  考 
1 平成27年11月14日 慶応大学・日吉 3+1 60 合同研究会2015 

合計   3+1 60  

ｽﾀｰﾄ 平成27年7月4日 Mixi渋谷 0 40  

ｾﾐﾅ  ー 平成27年12月5日 ｽﾏｰﾄﾆｭｰｽ社 0+1 30  

ｾﾐﾅ  ー 平成28年2月6日 ｽﾏｰﾄﾆｭｰｽ社 0+2 40  

 
 (15) 医用人工知能研究会（略称 SIG-AIMED） 

     主査：津本 周作（島根大学），主幹事：矢入 郁子（上智大学） 
  幹事：大武 美保子（千葉大学），古崎 晃司（大阪大学），大江 和彦（東京大学） 
      

回 開 催 日 場 所 発表数 参加者 備  考 
1 平成27年9月29日 東京大学 11+3 160 医療情報学会と合同 

合計   11+3 160  
 

  (16) インタラクティブ情報アクセスと可視化マイニング研究会（略称 SIG-AM） 
     主査：加藤 恒昭（東京大学），主幹事：砂山 渡（滋賀県立大学） 
    幹事：松下 光範（関西大学），阿部 明典（千葉大学） 
 

回 開 催 日 場 所 発表数 参加者 備  考 
10 平成27年7月11日 東京大学・駒場 4+3 30  
11 平成27年11月13日 慶応大学・日吉 9+1 94 合同研究会2015 
12 平成28年3月18日 東京大学・駒場 12 27  

合計   25+4 151  
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(17) 汎用人工知能研究会（略称 SIG-AGI） 
     主査：山川 宏（ドワンゴ人工知能研究所），主幹事：市瀬 龍太郎（国立情報学研究所） 
  幹事：荒川 直哉（ドワンゴ人工知能研究所），嶋田 悟（ZMP） 
       

回 開 催 日 場 所 発表数 参加者 備  考 
1 平成27年12月16日 ドワンゴ 12 80  

2 平成28年3月28日 国立情報学研究所 4+2 90  
合計   16+2 170  

 
 

まとめ 
 

   開催数 発表数 参加者数 備 考 
第1種研究会 12 136+9 587  
第2種研究会 39 302+31 1,882  
合  計 51 438+40 2,469  

 
 
③  合同研究会2015（研究会運営委員会：和泉 潔委員長，中臺 一博副委員長） 

 
・日 時：平成27年11月12日（木）～14日（土） 

 
・場 所：慶応義塾大学 日吉キャンパス 来往舎  

 
・参加研究会11，研究発表 97件，研究会優秀賞受賞者記念講演 13件，30周年記念プレ企画2件 
・参加者数548名 
 

 
(5) 国内外の関連学術団体との連絡及び協力（定款4条5号） 
 
  以下の依頼が理事会で承認（共催 3 件，協賛64 件，後援10 件）されたので，会誌「人工知能」，ホーム

ページ，メーリングリストを利用してPRし，他学会との協調による学会活動の活性化および多様化を推進した． 
 
① 共催「イベント名称」主催者名（開催日：平成・年・月・日）  3件 
 
(01)「ロボカップジャパンオープン2015福井」ロボカップ日本委員会（27.5.2-4） 
(02)「ロボカップジャパンオープン2016愛知」ロボカップ日本委員会（28.3.25-27） 
(03)「Designシンポジウム2016」実行委員会（28.12.13-15） 

 
② 協賛「イベント名称」主催者名（開催日：平成・年・月・日） 64件 

 
(01)「第31回ファジィシステムシンポジウム（FSS2015）」日本知能情報ファジィ学会（27.9.2-4） 

 (02)「セミナー：ロボットの動かし方～自律移動可能な移動ロボット～」日本ロボット学会（27.6.20-21） 
  (03)「セミナー：UAV飛行の原理と応用最前線」日本ロボット学会（27.11.6-24） 
  (04)「SIGGRAPH Asia 2015: The 8th SIGGRAPH Conference and Exhibition on Computer  

Graphics and Interactive Techniques in Asia」実行委員会（27.11.2-5） 
 (05)「CBI学会2015年大会」情報計算化学生物学会（27.10.27-29） 

  (06)「第3回データビジネス創造コンテスト」慶大SFC研究所ほか（27.8.31） 
 (07)「第17回日本感性工学会大会」日本感性工学会（27.9.1-3） 
(08)「日本神経回路学会第25回全国大会(JNNS2015)」日本神経回路学会(27.9.2-4） 

  (09)「ヒューマンインターフェースシンポジウム2015」ヒューマンインタフェース学会（27.9.1-4） 
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(10)「第13回 ITSシンポジウム2015」ITS Japan（27.12.3-4 ） 
 

(11)「講座：コンピュータシミュレーション技術の未来」システム制御情報学会ほか（27.6.18） 
 (12)「センシング技術応用セミナー」センシング技術応用研究会（27.6.8） 
 (13)「第14回複合現実感・拡張現実感に関する国際シンポジウム」日本VR学会（27.9.29-10.3） 
 (14)「第25回設計工学・システム部門講演会」日本機械学会（27.9.23-25 ） 
(15)「第25回インテリジェント・システム・シンポジウム(FAN2015)」計測自動制御学会（27.9.24-25） 

 (16)「第3回日経：星新一賞」日本経済新聞社（27.5.1-28.3.31） 
 (17)「EVTeC 2016 & APE Japan 2016」自動車技術会（28.5.25-27） 
 (18)「セミナー：ロボットの知識とデータ構造」日本ロボット学会（27.7.31） 
(19)「システム・情報部門学術講演会SSI2015」計測自動制御学会（27.11.18-20） 
(20)「第58回自動制御連合講演会」計測自動制御学会（27.11.14-15） 

 
(21)「スケジューリング・シンポジウム2015」スケジューリング学会（27.9.26-27） 

 (22)「第16回SICEシステムインテグレーション部門講演会」計測自動制御学会（27.12.14-16） 
(23)「2015年度知的情報処理と生物医科学国際会議」実行委員会（27.11.28-30） 

 (25)「教育システム情報学会第40回全国大会」教育システム情報学会（27.9.1-3 ） 
(26)「セミナー：ロボット用オープンソースソフトウェアとその実用例」日本ロボット学会（27.9.11） 

 (27)「セミナー：数理モデルとロボット～自然に潜む法則を役立てる～」日本ロボット学会（27.10.15） 
 (28)「産総研人工知能研究センター設立記念シンポジウム」産総研AI研究センター（27.9.30） 
(29)「シンポジウム：モバイル’16」モバイル学会（27.3.10-11） 
(30)「第23回最先端の研究室めぐり：住友重機械工業」精密工学会（27.11.16） 

 
(31)「第18回情報論的学習理論ワークショップ IBIS2015」実行委員会（27.11.25-28） 
(32)「セミナー：リハビリテーション・ロボティクス」日本ロボット学会（27.11.17） 

 (33)「セミナー：モデルベースト制御系設計」計測自動制御学会（27.11.30-12.1） 
 (34)「第6回先端メカトロニクス国際会議 ICAM2015」日本機械学会（27.12.5-8） 
 (35)「第8回コンピューテーショナル・インテリジェンス研究会」計測自動制御学会（27.12.18-19） 
 (36)「第28回自律分散システム・シンポジウム」計測自動制御学会（28.1.21～22） 
(37)「ソフトウェアジャパン2016：人工知能が2020年を変える」情報処理学会（28.2.4） 

 (38)「シンポジウム：インタラクション2016」情報処理学会（28.3.2-4） 
 (39)「HAIシンポジウム2015」運営委員会（27.12.5-6） 
 (40)「進化計算シンポジウム2015」実行委員会（27.12.19-20） 

 
(41)「インタラクションに関する国内ワークショップWISS 2015」日本ソフトウェア科学会（27.12.2-4） 
(42)「プログラミングコンテスト：SamurAI Coding 2015-16」情報処理学会（28.3.11） 

 (43)「講演会：2020年に向けた音声翻訳の研究開発」情報処理学会（28.3.12） 
 (44)「ビックデータ等に関する異分野・異業種交流会」知的人材連携センター（28.1.31） 
 (45)「第20回日本医療情報学会春季学術大会」日本医療情報学会（28.6.2-4） 
 (46)「第43回知能システムシンポジウム」計測自動制御学会（28.3.10-11） 
(47)「リスク社会における公共性の構造転換と社会関係資本」遠藤薫（28.2.27） 

 (48)「Dynamics and Design Conference 2016」日本機械学会（28.8.23-26） 
 (49)「ロボティクス・メカトロニクス講演会2016」日本機械学会（28.6.8-11） 
 (50)「Joint 8th International Conference on Soft Computing and Intelligent Systems and 17th  

International Symposium on Advanced Intelligent Systems (SCIS&ISIS2016)」日本知能情報ファジ 
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イ学会（28.8.25-28） 

 
(51)「日本ロボット学会第34回学術講演会」日本ロボット学会（28.9.7-9） 
(52)「The 23rd International Conference on Neural Information Processing (ICONIP2016)」日本神経回路学 

会（28.10.17-21） 
 (53)「セミナー：Industry ４.０時代の産業用ロボット」日本ロボット学会（28.4.22） 
 (54)「第37回バイオメカニズム学術講演会」バイオメカニズム学会（28.11.12-13） 
 (55)「Advance in Neuroinformatics 2016 (AINI 2016)」実行委員会（28.5.28-29） 
(56)「講習会：ディープラーニング ～基礎から実践へ～」電子情報通信学会（28.3.29） 

 (57)「勉強会：コンピュータは，ゲームで人を超えられるか」バイオインダストリー協会（28.3.28） 
 (58)「Technical co-sponsor for Competition-02 Human vs. Computer Go Competition at IEEE WCCI  

2016」実行委員会（28.7.24-29） 
 (59)「Technical co-sponsor for the 2016 Conference on Technologies and Applications of Artificial 

Intelligence (TAAI 2016)」実行委員会（28.11.25-27） 
   (60)「セミナー：三次元ビジョン技術 ～計測と認識，その応用～」日本ロボット学会（28.5.25） 

  
(61)「第18回日本感性工学会大会」日本感性工学会（28.9.9-11） 
(62)「The 30th International Conference on Industrial, Engineering & Other Applications of Applied  

Intelligent Systems (IEA/AIE 2017)」実行委員会（29.6.17-21） 
 (63)「ライフエンジニアリング部門シンポジウム(LE2016)」計測自動制御学会（28.11.3-5） 
 (64)「日本人間工学会第57回大会」日本人間工学会（28.6.25-26） 

 
 

③ 後援「イベント名称」主催者名（開催日：平成・年・月・日）  10件 
 

(01)「コンピュータエンターテイメントデベロッパーズコンファレンス2015（CEDEC 2015）」 
コンピュータエンターテイメント協会（27.8.26-28） 

 (02)「文化とコンピューテイング国際会議2015」実行委員会（27.10.17-19） 
 (03)「The 46th ISAGA Annual Conference」国際ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ＆ｹﾞｰﾐﾝｸﾞ学会（27.7.17-21） 
 (04)「Linked Open DataチャレンジJAPAN2015」実行委員会（27.10.1-28.1.17） 
(05)「ロボットは東大にはいれるか2015 成果報告会」国立情報学研究所（27.11.14） 

 (06)「第９回UEC杯コンピュータ囲碁大会」電気通信大学（28.3.19-20） 
(07)「第4回電聖戦」電気通信大学（28.3.23） 

 (08)「RDA総会・データシェアリングシンポジウム」科学技術振興機構（28.2.29-3.3） 
(09)「第7回産業日本語研究会・シンポジウム」高度言語情報融合フォーラム他（28.2.29） 
(10)「2017 IEEE International Conference on Data Science and Advanced Analytics」実行委員会 

（29.10.19-21） 
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II 処務の概要 
 
 

(1) 役員などに関する事項                               

平成27年度末現在 

職 名 勤 務 氏  名 就任年月日 担当職務 報酬 現  職 備 考

会 長 非常勤 松原 仁 Ｈ26.06.13 総括 なし 公立はこだて未来大学  

副会長 非常勤 山田 誠二 Ｈ26.06.13 人事・表彰 なし 国立情報学研究所  

副会長 非常勤 浦本 直彦 Ｈ27.06.12 全国大会 なし 日本アイ・ビー・エム  

理 事 非常勤 有村 博紀 Ｈ26.06.13 全国大会 なし 北海道大学大学院  

理 事 非常勤 和泉 潔 Ｈ26.06.13 研究会 なし 東京大学大学院  

理 事 非常勤 井上 克巳 Ｈ26.06.13 企画 なし 国立情報学研究所  

理 事 非常勤 今井 倫太 Ｈ27.06.12 記念事業 なし 慶應義塾大学  

理 事 非常勤 今一 修 Ｈ27.06.12 財務 なし 日立製作所  

理 事 非常勤 岩爪 道昭 Ｈ26.06.13 広報 なし 情報通信研究機構  

理 事 非常勤 太田 唯子 Ｈ27.06.12 国際 なし 富士通研究所  

理 事 非常勤 大武 美保子 Ｈ26.06.13 国際 なし 千葉大学大学院  

理 事 非常勤 岡村 和男 Ｈ27.06.12 総務 なし パナソニック  

理 事 非常勤 岡本 洋 Ｈ27.06.12 企画 なし 富士ゼロックス  

理 事 非常勤 鹿島 久嗣 Ｈ27.06.12 広報 なし 京都大学  

理 事 非常勤 倉橋 節也 Ｈ27.06.12 国際 なし 筑波大学  

理 事 非常勤 栗原 聡 Ｈ26.06.13 編集 なし 電気通信大学大学院  

理 事 非常勤 神田 智子 Ｈ27.06.12 広報 なし 大阪工業大学  

理 事 非常勤 駒谷 和範 Ｈ26.06.13 広報 なし 大阪大学産業科学研究所  

理 事 非常勤 高間 康史 Ｈ27.06.12 全国大会 なし 首都大学東京  

理 事 非常勤 中臺 一博 Ｈ27.06.12 研究会 なし ﾎﾝﾀﾞ･ﾘｻｰﾁ･ｲﾝｽﾃｨﾁｭｰﾄ  

理 事 非常勤 長野 伸一 Ｈ26.06.13 総務 なし 東芝研究開発センター  

理 事 非常勤 平松 薫 Ｈ26.06.13 全国大会 なし 日本電信電話  

理 事 非常勤 福島 俊一 Ｈ27.06.12 全国大会 なし 日本電気  

理 事 非常勤 村上 明子 Ｈ26.06.13 財務 なし 日本アイ・ビー・エム  

理 事 非常勤 矢入 健久 Ｈ26.06.13 記念事業 なし 東京大学大学院  

監 事 非常勤 住田 一男 Ｈ26.06.13 監査 なし 東芝リサーチC  

監 事 非常勤 丸山 文宏 Ｈ27.06.12 監査 なし 富士通研究所  

（理事は五十音順，敬称略） 
 

(2) 職員に関する事項  

平成27年度末現在 

職    名 勤 務 氏     名 採用年月日 担当業務 備   考 

事務局長 常 勤 岩 田  和 秀 1997/01/01 総   括  

職   員 常 勤 落 合  雪 代 1996/08/19 会   計  

職   員 常 勤 森 本  悦 子 1996/08/19 編   集  
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(3) 会議などに関する事項 
 
① 総 会 
 
第30回定時社員総会構成（社員総数96名：定足数49名） 
 

開 催 年 月 日 議  事  事  項 会議の結果 

第30回定時社員総会  

平成27年6月12日  

議 長：松原 仁 会長 

出席者：60名(内委任状40名)  

総会成立定足数：49名 

1. 平成26年度事業報告書承認の件 

2. 平成26年度決算書・監査報告書承認の件 

3. 平成27年度事業計画書承認の件 

4. 平成27年度収支予算書承認の件 

5. 平成27年度理事・監事選任の件 

満場一致で承認

満場一致で承認

満場一致で承認

満場一致で承認

満場一致で承認

 

② 理事会   
 
第300回理事会までの理事会構成（理事20名，監事2名，顧問4名）   

留任理事：丸山 文宏，安藤 真一，柏原 昭博，神嶌 敏弘，小林 義行，津本 周作，萩原 将文，増市 博， 

  村田 剛志，森川 幸治，山川 宏 

新任理事：松原 仁，山田 誠二，有村 博紀，和泉 潔，井上 克巳，岩爪 道昭，大武 美保子，栗原 聡， 

 駒谷 和範，長野 伸一，平松 薫，村上 明子，矢入 健久 

留任監事：辻野 広司  新任監事：住田 一男 

顧  問：石塚 満，溝口 理一郎，堀 浩一，西田 豊明 
 
第301回理事会以降の理事会構成（理事24名，監事2名，顧問4名）  

留任理事：松原 仁，山田 誠二，有村 博紀，和泉 潔，井上 克巳，岩爪 道昭，大武 美保子，栗原 聡， 

 駒谷 和範，長野 伸一，平松 薫，村上 明子，矢入 健久 

新任理事：浦本 直彦，今井 倫太，今一 修，太田 唯子，岡村 和男，岡本 洋，鹿島 久嗣，倉橋 節也， 

神田 智子，高間 康史，中臺 一博，福島 俊一 

留任監事：住田 一男  新任監事：丸山 文宏 

顧  問：溝口 理一郎，堀 浩一，西田 豊明，山口 高平 

 

開催年月日 議  事  事  項 会議の結果 

第299回理事会  

平成27年4月17日 

 

 

議 長：松原 仁 会長 

出席理事：22名 

（定足数：13名） 

 

 

1. 第298回理事会議事録確認 

2. 新規入会申込者：個人282名と法人7社の入会審議 

3. 2014年度論文賞2件のメール審議 

4. 研究会優秀賞15件を選定，新研究会の設立提案 

5. JSAI-isAI2015は8ワークショップ構成で提案 

6. HPの入会案内フォームの改訂案 

7. 共催依頼1件，協賛依頼11件，後援依頼1件の受諾審議 

8. 功績賞2件，功労賞2件，現場イノベーション賞1件の選定 

9. 代議員選挙と役員選挙の投票結果 

全会一致で承認

全会一致で承認

全会一致で承認

全会一致で承認

全会一致で承認

全会一致で承認

全会一致で承認

全会一致で承認

報告 

第300回理事会  

平成27年5月15日 

1. 第299回理事会議事録確認 

2. 新規入会申込者の入会審議 

全会一致で承認

全会一致で承認
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議 長：松原 仁 会長 

出席理事：23名 

（定足数：13名） 

 

 

3. 次年度編集委員会体制(案) 

4. 合同研究会，AI書庫の進捗状況 

5. セミナー，ツール入門，委員の交代 

6. JSAI-isAI2015の進捗状況と予算案 

7. WordPressの設置，Webの更新依頼手順等 

8. 函館大会準備状況 

9. 協賛依頼4件と後援依頼1件の受諾審議 

10. 30周年記念事業の進捗状況 

11. 2014年度実施報告書案／2015年度事業計画案 

12. 2014年度決算案／2015年度予算案 

13. 2015年度役員担当業務案 

全会一致で承認

報告 

報告，交代承認

全会一致で承認

全会一致で承認

報告 

全会一致で承認

継続審議 

一部修正 

継続審議 

全会一致で承認

第301回理事会  

平成27年6月12日 

議 長：松原 仁 会長 

出席理事：19名 

（定足数：13名） 

代表理事3名を選出（新任：浦本直彦副会長の就任） 全会一致で承認

 

第302回理事会  

平成27年7月17日 

 

議 長：松原 仁 会長 

出席理事：20名 

（定足数：13名） 

 

1. 第301回理事会議事録確認 

2. 新規入会申込者の入会審議 

3. NGC論文の採録通知について対応案 

4. 規程改訂案，研究会の新設，合同研究会2015準備状況 

5. ツール入門実施報告，セミナーとツール入門の検討状況 

6. JSAI-isAI2015の準備状況 

7. 広報委員会進捗状況 

8. 函館大会優秀賞の選定，北九州大会委員候補のメール審議 

9. 協賛依頼7件の受諾審議 

10. 30周年記念論文賞の賞金額の提案 

全会一致で承認

全会一致で承認

全会一致で承認

全会一致で承認

報告 

全会一致で承認

報告 

全会一致で承認

全会一致で承認

全会一致で承認

303回理事会  

平成27年9月11日 

    

議 長：松原 仁 会長 

出席理事：20名 

（定足数：13名） 

1. 第302回理事会議事録確認 

2. 新規入会申込者の入会審議 

3. 編集委員会進捗状況 

4. 合同研究会2015の準備状況と他学会への協賛依頼の提案 

5. 企画委員の交代 

6. JSAI-isAI2015の準備状況 

 7. メール投稿の審議，サーバー増強，学会コンテンツの見直し 

 8. 大会参加費の据置 

9. 協賛依頼6件の受諾審議 

10. 30周年記念式典の日程案 

11. 2015年度収支状況 

全会一致で承認

全会一致で承認

報告 

全会一致で承認

次回文書で提案

報告 

報告 

全会一致で承認

全会一致で承認

全会一致で承認

報告 

第304理事会  

平成27年10月16日 

 

 

1. 第303回理事会議事録確認 

2. 新規入会申込者の入会審議 

3. 編集委員会進捗状況 

4. 合同研究会2015の準備状況と他学会への協賛依頼 

全会一致で承認

全会一致で承認

報告 

報告 
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議 長：松原 仁 会長 

出席理事：21名 

（定足数：13名） 

5. 企画委員交代の提案 

6. JSAI-isAI2015の準備状況 

 7. Webの更新状況，メール投稿の審議，コンテンツの見直し 

 8. 2016大会と2017大会の進捗状況 

9. 協賛依頼5件と後援1件の受諾審議 

10. 30周年記念事業の進捗状況 

11. SF本出版の計画と IJCAI誘致委員会の設置案 

12. 2016年度役員候補者の選出 

13. 会員の属性分析結果の報告 

全会一致で承認

報告 

報告 

報告 

全会一致で承認

報告 

全会一致で承認

全会一致で承認

報告 

第305回理事会  

平成27年11月13日 

 

議 長：松原 仁 会長 

出席理事：19名 

（定足数：13名） 

1. 第304回理事会議事録確認 

2. 新規入会申込者の入会審議 

3. Editorial Managerの導入について 

4. 人狼知能コンテスト予算案 

5. 合同研究会2015の準備状況 

6. Webの更新状況，30周年記念サイトの開設 

7. 2016大会の準備状況，スポンサー区分と特典の提案 

8. 2017大会の会場案（名古屋：ウィンクあいち） 

9. 協賛依頼4件，後援依頼2件の受諾審議 

10. 30周年記念事業の進捗状況 

11. 業績賞，功労賞，名誉会員選定委員会委員26名の選出 

12. 現場イノベーション賞選定委員会委員11名の選出 

全会一致で承認

全会一致で承認

継続審議 

全会一致で承認

報告 

報告 

全会一致で承認

全会一致で承認

全会一致で承認

報告 

全会一致で承認

全会一致で承認

第306回理事会  

平成27年12月18日 

 

 

議 長：松原 仁 会長 

出席理事：22名 

（定足数：13名） 

1. 第305回理事会議事録確認 

2. 新規入会申込者の入会審議 

3. 学会誌企画と表紙コンセプトの検討状況 

4. 研究会資料の英語名称，資料 IDの付与ルール 

5. ツール入門とセミナーの企画進捗状況 

6. 合同研究会2015の実施報告，SLUD研究会のデータ作成 

7. isAI2015の実施報告 

8. Web更新状況，データ移行状況，MLシステムの改良 

9. 2016大会ポスター選定結果，2017大会の日程調査 

10. 人工知能学事典の旧コンテンツの取込作業の外注 

11. 30周年記念事業実行委員会の設置について 

12. 共催1件（学会賞），協賛1件，後援1件の受諾審議 

13. 実践AIチャレンジ研究助成の継続 

14, 2016年度実施計画書・予算書策定のお願い 

全会一致で承認

全会一致で承認

報告 

全会一致で承認

報告 

報告 

報告 

報告 

報告 

全会一致で承認

全会一致で承認

全会一致で承認

全会一致で承認

報告 

第307回理事会  

平成28年1月22日 

 

 

議  長：松原 仁 会長 

出席理事：22名 

1. 第306回理事会議事録確認 

2. 新規入会申込者の入会審議 

3. 論文賞選定状況，Editorial Manager導入について 

4. 合同研究会2016の日程について 

5. セミナー案，ツール入門講座案の検討状況 

6. 英語サイトの充実，AIと著作権について 

全会一致で承認

全会一致で承認

継続審議 

継続審議 

報告 

継続審議 
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（定足数：13名） 

 

7. 全国大会のデータ整理と過去論文の分析 

8. 北九州大会の発表申込件数730件，託児サービスの情報 

9. 協賛依頼5件の受諾審議 

10. 30周年記念事業の実施内容と日程の検討 

11. 2016年度役員候補者の推薦状況 

報告 

報告 

全会一致で承認

報告 

報告 

 

第308回理事会  

平成28年2月19日 

 

 

 

議  長：松原 仁 会長 

出席理事：21名 

（定足数：13名） 

1. 第307回理事会議事録確認 

2. 新規入会申込者の入会審議 

3. 特集企画の準備，NGC論文について，30周年企画など 

4. 合同研究会2016と30周年記念式典の日程を検討 

5. 第70回セミナーの実施報告 

6. 取材申込の対応，大会論文の処理，Webサイトの更新状況 

7. 北九州大会の準備状況 

8. 共催依頼1件，協賛依頼6件，後援依頼1件の受諾審議 

9. DSAA会議のスポンサー依頼は別途議論 

10. 30周年記念事業の進捗状況 

11. 浅間教授をIFACのPresidentに推薦するレターの送付依頼 

12. 2016年度役員候補者と総務予算案 

13. 2016年度の理事会日程案 

14. 2015年度決算予測・2016年度予算案の提案 

全会一致で承認

全会一致で承認

報告 

継続審議 

報告 

報告 

報告 

全会一致で承認

継続審議 

報告 

全会一致で承認

全会一致で承認

全会一致で承認

第309回理事会  

平成28年3月18日 

 

 

議  長：松原 仁 会長 

出席理事：20名 

（定足数：13名） 

1. 第308回理事会議事録確認 

2. 新規入会申込者の入会審議 

3. 情報処理学会とのコラボレーション企画の見当 

4. AI書庫運営費用の支払い 

5. 第3種研究会の第2種への移行 

6. セミナー開催・企画状況，委員交代，講師謝礼の変更 

7. isAI2016のワークショップ提案募集開始 

8. ML配信審議，取材対応状況，全国大会コンテンツの整理 

9. Webの更新状況，コンテンツの移行状況 

10. 北九州大会の準備状況 

11. 協賛依頼5件の受諾審議 

12. DSAA会議のスポンサー依頼 

13. 2016年度予算案 

14. 実践AIチャレンジ助成の2件選出 

15. 事務局職員の雇用契約の更新 

16. 業績賞，功労賞，現場イノベーション賞選定結果の報告 

全会一致で承認

報告 

継続審議 

全会一致で承認

全会一致で承認

報告 

報告 

報告 

報告 

報告 

全会一致で承認

継続審議 

全会一致で承認

全会一致で承認

全会一致で承認

報告 

 

③ 選考委員会 
 
・2015度業績賞・功労賞選定委員会 

 委員長：山田 誠二  幹事：長野 伸一  副幹事：岡村 和男  

委 員：浦本 直彦，有村 博紀，和泉 潔，井上 克巳，今井 倫太，今一 修，岩爪 道昭，太田 唯子， 
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大武 美保子，岡本 洋，鹿島 久嗣，倉橋 節也，栗原 聡，神田 智子，駒谷 和範，高間 康史， 

中臺 一博，平松 薫，福島 俊一，村上 明子，矢入 健久，住田 一男，丸山 文宏  

  
 

 開 催 年 月 日 議  事  事  項 会議の結果 

平成28年3月18日 

議 長：山田 誠二 委員長 

出席者：20名 

1. 業績賞受賞者の選定（被推薦者1名） 

2. 功労賞受賞者の選定（被推薦者1名） 

 

受賞者1名を選定 

受賞者1名を選定 

 

 

・2015年度現場イノベーション賞選定委員会 

 委員長：山田 誠二 

委 員：浦本 直彦，今一 修，太田 唯子，岡村 和男，岡本 洋，中臺 一博，平松 薫，福島 俊一，住田 一男， 

丸山 文宏 

   
 

開 催 年 月 日 議  事  事  項 会議の結果 

平成28年3月18日 

議 長：山田 誠二 委員長 

出席者：10名 

1. 現場イノベーション賞受賞者の選定（被推薦数2件） 

 

金賞受賞者１件 

銀賞受賞者1件 

を選定 

 

・2016年度役員候補者推薦委員会 

 委員長：松原 仁 

委 員：山田 誠二，浦本 直彦，長野 伸一，有村 博紀，和泉 潔，井上 克巳，岩爪 道昭，大武 美保子， 

栗原 聡，駒谷 和範，平松 薫，村上 明子，矢入 健久 

  
  

開 催 年 月 日 議  事  事  項 会議の結果 

平成27年12月18日 

議 長：松原 仁 会長 

出席者：12名 

1. 会長候補者の推薦状況：1名 

2. 副会長候補者の推薦状況：1名 

3. 理事候補者の推薦状況：11名 

4. 監事候補者の推薦状況：1名 

候補者1名選定 

候補者1名選定 

候補者11名選定 

候補者1名選定 

 

 

④ 各種委員会 
 
以下の委員会の担当業務の引き継ぎは平成27年6月12日に行われた． 

・会誌編集委員会： 

栗原 聡委員長，山川 宏副委員長  

 議事事項：会誌ならびに論文誌の編集に関する諸課題の検討，論文賞の選定など 
 
 ・研究会運営委員会： 

  山川 宏委員長，和泉 潔副委員長 ---->  和泉 潔委員長，中臺 一博副委員長 

  議事事項：研究会活動計画の審議，新研究会設立の提案，研究会優秀賞の選定など 
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 ・企画委員会：  

  増市 博委員長（セミナー担当），村田 剛志委員長（国際担当），井上 克巳副委員長（セミナー担当）， 

 大武 美保子副委員長（国際担当） 

---> 井上 克巳委員長（セミナー担当），大武 美保子委員長（国際担当），岡本 洋副委員長（セミナー担当） 

倉橋 節也副委員長（国際担当），太田 唯子副委員長（国際担当）， 

  議事事項：セミナーの企画・実施，AI若手の集いの開催，学生発表会の企画など 
 
 ・全国大会委員会（実行委員会とプログラム委員会）： 

山田 誠二大会委員長，安藤 真一実行委員長，平松 薫副実行委員長，柏原 昭博プログラム委員長， 

 有村 博紀プログラム副委員長 

----> 浦本 直彦大会委員長，平松 薫実行委員長，福島 俊一副実行委員長，有村 博紀プログラム委員長， 

高間 康史プログラム副委員長 

  議事事項：全国大会の企画・運営など 
 
 ・広報委員会：  

  神嶌 敏弘委員長（情報基盤担当），津本 周作委員長（コンテンツ担当） 

---->    駒谷 和範委員長（情報基盤担当），岩爪 道昭委員長（コンテンツ担当）， 

鹿島 久嗣副委員長（情報基盤担当），神田 智子副委員長（コンテンツ担当） 

  議事事項：ホームページ・メーリングリストの管理・運用，マスコミ対応など 
 
・出版委員会： 

松原 仁委員長  ---->  留任 

委 員：栗原 聡，山川 宏，市瀬 龍太郎，谷口 忠大，坊農 真弓 

---->  留任   

議事事項：新シリーズの出版企画 
 
・財務委員会：  

  小林 義行委員長，村上 明子副委員長  ---->  村上 明子委員長，今一 修副委員長 

  議事事項：財務の健全な管理・運営を行う 
 
・総務委員会(研究集会審議委員会兼務)：  

  森川 幸治委員長，長野 伸一副委員長 ---->  長野 伸一委員長，岡村 和男副委員長 

  議事事項：総会，理事会，事務局の運営，各委員会との連絡調整，選挙，その他 

 

 ・学会創立30周年記念事業検討委員会： 

  山口 高平委員長，松原 仁委員長，萩原 将文副委員長 

  ---->    松原 仁委員長，矢入 健久委員長，今井 倫太副委員長 

  議事事項：実施事業の検討 

 

 ・倫理委員会： 

  松原 仁委員長 ---->  松尾 豊委員長 

  委 員： 堀 浩一，武田 英明，長谷 敏司，服部 宏充，塩野 誠，西田 豊明 

  議事事項：人工知能と社会の関わりについて議論する 
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(4) 許可，認可，承認，証明などに関する事項 
 

申 請 年 月 日 申 請 事 項 許 可 年 月 日 備       考 

    

 

(5) 契約に関する事項 
 

契 約 年 月 日 契約事項（契約名称と相手方） 契 約 の 期 間 

平成28年2月10日 

 

労働者派遣基本契約書（被雇用者：岩間 環） 自：平成28年2月25日 

至：平成28年6月30日 

平成28年3月17日 契約職員雇用契約書（被雇用者：落合 雪代） 自：平成28年4月1日 

至：平成29年3月31日 

平成28年3月17日 契約職員雇用契約書（被雇用者：森本 悦子） 自：平成28年4月1日 

至：平成29年7月31日 

平成28年3月17 雇用契約書(嘱託員契約：被雇用者：岩田 和秀) 自：平成28年4月1日 

至：平成29月3月31日 

 

(6) 寄付金に関する事項 
 
  ありません． 

 
 
(7) 主務官庁からの連絡事項など 
 

連 絡 年 月 日 連   絡   事   項 履  行  状  況 

平成27年4月01日 「公益目的支出計画実施報告書等の提出」のご案内 6月24日提出 

平成27年8月11日 「公益目的支出計画実施報告書等」の修正依頼 8月20日提出 

平成27年9月7日 「公益法人の会計に関する諸課題の状況」についてアンケート 9月18日提出 

 

(8) その他重要事項 
 
   ありません． 
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(9) 会員の異動状況 
 

会員種別 本 年 度 末 
平成28年3月31日

前 年 度 末 
平成27年3月31日

増減数 摘 要 

正 会 員 3,154 2,707 447増  

学生会員 638 481 157増  

名誉会員 13 13 0  

賛助会員(口数) 67(100) 40(73) 27増 (27増)  

特殊購読会員 55 56 1 減  

個人会員合計 3,805 3,201 604増 対前年度２割贈
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[付録]

定款第9条　会員が次のいずれかに該当するに至ったときは，社員総会において，

　　当該会員を除名することができる．

　　(1) この定款その他の規則に違反したとき．

　    (2) この法人の名誉を傷つけ，又は目的に反する行為をしたとき．

 　   (3) その他除名すべき正当な事由があるとき．

会員種別

正会員 53 40 93

学生会員 37 21 58

合　計 90 61 151

個人会員の除名処分について

定款第9条に基づき，平成27年度末で151名を除名いたします．

会費未納期限切 宛先不明期限切 合　　　計

第2号議案
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第3号議案
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平成 28 年度事業計画書 
 
 
一般社団法人人工知能学会の定款第 2 章に定められた目的及び事業に沿って，以下の事業を実施する．

また，本年度は学会創立 30 周年を迎えるので，記念事業を実施する．  
 
1. 学術集会，学術講演会，講習会等の開催（定款 4 条 1 号） 

全国大会は平成 28 年 6 月 6 日(月)～6 月 9 日(木)の 4 日間，北九州市の北九州国際会議場，西日本

総合展示場新館・本館，AIM 3F で開催する． 
国際シンポジウム JSAI-isAI2016は平成 28年 11月 14日(月)～16日(水)の 3日間，合同研究会 2016

に連続して慶応義塾大学・日吉キャンパス・来往舎で開催する． 
2. 学会誌，論文誌その他の刊行物の発行（定款 4 条 2 号） 

学会誌「人工知能」は，引き続き本年度も魅力ある雑誌作りを目指して，タイムリーな特集記事や

ホットなテーマの解説などで内容の充実をはかるとともに，キンドル版の販売に注力する．一方，論

文誌は，論文特集を積極的に企画して投稿論文の増加をはかる． 
人工知能セミナーはホットなテーマを選んで 2 回開催する．AI ツール入門講座は昨年度に続き本年

度も東京と大阪で開催して研究成果の普及活動を推進する． 
3. 研究の奨励及び研究業績の表彰（定款 4 条 3 号） 

本年度は功績賞，功労賞，現場イノベーション賞，論文賞，研究会優秀賞，全国大会優秀賞を贈呈

し，人工知能に関する学術およびその応用研究に対する一層の発展を奨励する． 
4. 研究及び調査（定款 4 条 4 号） 

研究会は，通常の単独開催のほかに，全国大会でのオーガナイズドセッションの開催，他学会の研

究会との同時開催や連続開催を企画して学会活動の活性化・多様化をはかる．  
また本年度も合同研究会 2016 を開催し，研究会間の交流をはかる． 

5. 国内外の関連学術団体との連絡及び協力（定款 4 条 5 号） 
関連団体の開催する各種イベントなどを共催・協賛・後援することにより学会活動の活性化と多様

化を推進する． 
6. 組織基盤の強化・拡充のため，ホームページとメーリングリストを介した広報活動を通して新規入会

者の勧誘を促進する． 
7. 2016 年に学会創立 30 周年を迎えるのでその記念事業を実施する． 
 
 
(1) 学術集会，学術講演会，講演会等の開催（定款 4 条 1 号） 
 
① 第 30 回全国大会 JSAI2016 

 
・日 時：平成 28 年 6 月 6 日(月)～9 日(木) 

 
・場 所：福岡県北九州市 北九州国際会議場，西日本総合展示場新館・本館，AIM 3F 

 
    ・組 織：大会委員長 浦本 直彦 (日本 IBM) 
         大会副委員長（プログラム委員長）  有村 博紀（北海道大学） 
 大会副委員長（実行委員長） 平松 薫（NTT) 
 プログラム副委員長          高間 康史（首都大学東京） 
         実行副委員長      福島 俊一（NEC） 
  委員： 芦川 将之，窪澤 駿平，平田 耕一，中村 貞吾，坂本 比呂志，国近 秀信， 
    酒井 浩，浅海 賢一，河原 吉伸，松島 慎，杉山 麿人，石畠 正和， 
    馬場 雪乃，波多野 大督，金森 亮，北原 鉄朗，尾崎 知伸，江藤 力， 
    喜田 拓也，瀬田 和久，松本 慎平，加島 智子，林 佑樹，山西 良典， 
    上野 未貴，吉田 光男，金岡 利知，田中 貴秋，中山 功一，植村 渉， 
    佐藤 敏紀，松田 憲幸，青島 武伸，海野 裕也，赤石 美奈，吉田 哲也， 
    福井 健一，尾崎 知伸，高畠 嘉将，井上 祐馬，陣内 祐 

第4号議案
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    ・基調講演：｢人工知能とゲーム理論」 横尾 真（九州大学） 
 
 ・特別講演：「グランドチャレンジの彼方へ」     北野 宏明（ソニーCS 研究所） 
 
 ・招待講演：「題目未定：パネルディスカッション」 馬場 功淳（株式会社コロプラ） 
 
 ・大会特別講演：「Deep CNN ネオコグニトロンの学習」   福島 邦彦(ﾌｧｼﾞｲｼｽﾃﾑ研究所) 
 
 ・オープニングセッション：  
 「人工知能の今」 松原 仁（公立はこだて未来大学） 
 「ロボカップの過去・現在・未来」 

野田 五木樹（産総研），大橋 健（九工大），岡田 浩之（玉川大学） 
 

・公開討論会：「人工知能学会 倫理委員会」 
オーガナイザ：武田 英明（国立情報学研究所） 
パネリスト：松尾 豊（東京大学），西田 豊明（京都大学），堀 浩一（東京大学）， 

長谷 敏司（SF 作家），塩野 誠（経営共創基礎），服部 宏充（立命  
館大学），江間 有沙（東京大学），長倉 克枝（ライター）  

 
  ・女性研究者のキャリアと環境を考えるセッション： 

 オーガナイザ：村上 明子（日本 IBM） 
 
    ・特別セッション：「JST における人工知能研究プロジェクトの紹介」 
          オーガナイザー：山口 高平（慶応義塾大学）  
 

・特別セッション：「人工知能研究拠点 AIP の設立（仮題）」 
オーガナイザー：山口 高平（慶応義塾大学） 
講演者：杉山 将（東京大学）ほか 

 
     ・公開イベント「コンピュータ囲碁はどこまで人間に迫れるか」 

対局者：プロ棋士 武宮 陽光 
コンピュータ囲碁：ZEN 
解説：武宮 正樹 

  

  ・発表申込件数合計                            733 件 

   一般      331 件 

   オーガナイズドセッション  364 件 

   近未来チャレンジ    38 件 
   

  
② 第 8回国際シンポジウム（JSAI International Symposia on AI, JSAI-isAI 2016） 

     
 ・日 時：平成 28 年 11 月 14 日(月)～16 日(水) 

 
 ・場 所：慶応義塾大学 日吉キャンパス 来往舎 

 
 ・組 織：企画委員会 倉橋 節也（筑波大学），太田 唯子（富士通研究所） 

 
 ・構 成：7 ワークショップ構成 

 
WS1: JURISIN 

       "JURISIN (Juris-informatics) 2016" 
      Expected number of papers:20 
      Expected number of attendees:70 
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WS2: HAT-MASH  
       "Healthy Aging Tech Mashup service, data and people(HAT-MASH 2016)" 
      Expected number of papers: 13 
      Expected number of attendees: 40 

 
WS3: Skill Sciences 

      Expected number of papers:  15 
      Expected number of attendees: 30 

 
WS4: Scientific Document Analysis 

      Expected number of papers: 20 
      Expected number of attendees: 100 

 
WS5: LENLS 

       "Logic and Engineering of Natural Language Semantics 13" 
      Expected number of papers: 20 
      Expected number of attendees: 60 

 
ES6: BI 

       "Business Intelligence" 
      Expected number of papers: 10 
      Expected number of attendees: 30 

 
WS7: Social Robotics 

       "Legal, Ethical and Social Issues Regarding Social Robots in Therapy and Education" 
      Expected number of papers: 6〜10 
      Expected number of attendees: ? 
 

③ 30 周年記念式典 
     

 ・日 時：平成 28 年 11 月 11 日(金) 
 

 ・場 所：慶応義塾大学 日吉キャンパス 藤原 洋記念ホール 
 

 ・組 織：30 周年記念事業委員会 今井 倫太（慶応義塾大学），矢入 建久（東京大学）  
 

 ・構 成：午前 イベント，倫理委員会 
 
 午後 式典，招待講演，パネル，超人工生命イベント「みんなで作るＡＩ」  

 
③ セミナー・入門講座の開催（企画委員会：岡本 洋委員長，    副委員長） 

 
   (1) 第 71 回人工知能セミナー 
 
      期 日：平成 28 年 6 月 30 日 
     テーマ：Deep Learning 技術の仕組みと自然言語処理への応用  
 場 所：慶応義塾大学 日吉キャンパス 来往舎 
 
 (2) 第 72 回人工知能セミナー 
 
      期 日：平成 28 年度後半 
  テーマ：「未定」 
 場 所：未定 
 
 (3) 第 10 回 AI ツール入門講座 
 
      期 日：平成 28 年 7 月下旬 
 場 所：大阪大学中之島センター 
 テーマ：TETDM（開発者編） 講師：砂山 渡（滋賀県立大） 
 SPARQL による LOD の活用 講師：加藤 文彦・山本 泰智（情報・システム研） 
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 (4) 第 11 回 AI ツール入門講座 
 
      期 日：平成 28 年度後半 

  場 所：関東地区で開催の予定  
 
 
(2) 学会誌，論文誌，その他の刊行物の発行（定款 4 条 2 号） 
 
① 人工知能学会誌：編集委員会 

編集長：山川 宏（ドワンゴ），副編集長：市瀬 龍太郎（国立情報学研究所） 
シニア委員：相澤 彰子（国立情報学研究所），和泉 潔（東京大学），大原 剛三（青山学院大学） 

小野田 崇（青山学院大学），折原 良平（東芝），來村 徳信（立命館大学）， 

平 博順（大阪工業大学），高間 康史（首都大学東京） 
 

発行年月日 備     考 

平成 28 年 5 月 1 日 
Vol. 31，No. 3 

発行部数： 4,000 
ページ数： 135 

巻頭言「受容される人工知能の条件」，特集「学習科学と学習工学のフロンテ
ィア－私の“学習”研究－（前編）」，特集「イノベーションと AI 研究」，
アーティクル「人工知能学会倫理委員会の取組み」，レクチャーシリーズ第
10 弾「繋がりが創発するイノベーション(第 1 回)」，SF ショートショート(第
16 回)「“しんり”の探究，最後の象」，論文特集「学習科学と学習工学のフ
ロンティア」，私のブックマーク「自然計算」，学生フォーラム「大林茂先生
インタビュー」，会議報告，書評，文献紹介 

平成 28 年 7 月 1 日 
Vol. 31，No. 4 

発行部数： 5,000 
ページ数： 130 

30 周年特集「その 1：歴代会長記事」，「その 2：合同研究会」，「その 3：
研究会」，「その 4：AI 研究拠点特集（大学編）」，レクチャーシリーズ第
10 弾「繋がりが創発するイノベーション⑧」，ショートショート「一人称研
究①」，30 周年記念論文特集 

平成 28 年 9 月 1 日 
Vol. 31，No. 5 
発行部数： 5,000 
ページ数： 130 

特集「AI と Emotion」または「AI と感性，情報処理学会とのコラボ企画，人
道知能， ，レクチャーシリーズ第 10 弾「繋がりが創発するイノベーション⑨」，
ショートショート 

平成 28年 11月 1日 
Vol. 31，No. 6 
発行部数： 5,000 
ページ数： 130 

特集「観光情報学」，全国大会特集，特集「歴史と AI：江戸時代の広告の分
析」，レクチャーシリーズ第 10 弾「繋がりが創発するイノベーション⑩)」，
ショートショート「一人称研究②」，論文特集「エージェント技術とその応用」

平成 29 年 1 月 1 日 
Vol. 32，No. 1 
発行部数： 5,000 
ページ数： 130 

編集委員会企画「社会と AI の羅針盤 2017」，特集「身体知の発展」，特集「人
文科学と AI」，レクチャーシリーズ第 10 弾「繋がりが創発するイノベーショ
ン⑪」，ショートショート，論文特集「Web インテリジェンスとインタラク
ションの新展開」，博士論文特集，近未来チャレンジ論文特集 

平成 29 年 3 月 1 日 
Vol. 32，No. 2 
発行部数： 5,000 
ページ数： 130 

レクチャーシリーズ第 10 弾「繋がりが創発するイノベーション⑫」，ショー
トショート「一人称研究③」 

 
② 人工知能学会論文誌（編集委員会：山川 宏 委員長， 市瀬 龍太郎 副委員長） 
（独）科学技術振興機構の J-Stage を利用してオンラインジャーナルを随時発行 

J-stage（http://www.jstage.jst.go.jp/ja/） 
 

・Vol. 31 - 3：xx 編 （アブストラクトを会誌第 31 巻 第 6 号に掲載） 
・Vol. 31 - 4：xx 編 （アブストラクトを会誌第 31 巻 第 6 号に掲載） 
・Vol. 31 - 5：xx 編 （アブストラクトを会誌第 31 巻 第 6 号に掲載） 
・Vol. 31 - 6：xx 編 （アブストラクトを会誌第 31 巻 第 6 号に掲載） 
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・Vol. 32 - 1：xx 編 （アブストラクトを会誌第 32 巻 第 6 号に掲載） 
・Vol. 32 - 2：xx 編 （アブストラクトを会誌第 32 巻 第 6 号に掲載） 

 
 ③ 出版委員会：松原 仁（公立はこだて未来大学），栗原 聡（電気通信大学），山川 宏（ドワンゴ）， 

市瀬 龍太郎（国立情報学研究所），谷口 忠大（立命館大学），坊農 真弓（国立情報 

学研究所） 
   

書 名（出版社） 発 行 日 著  者  名 

人工知能とは（近代科学社） 2016 年 6 月 30 日 当会監修：松尾 豊編著 
 
 
 
 (3) 研究の奨励および研究業績の表彰（定款 4 条 3 号） 
 

(1) 平成 28 年度功績賞・功労賞（第 32 回定時社員総会で表彰の予定：平成 29 年 6 月） 

 学会規程に基づき，正会員による候補の推薦および功績賞・功労賞選定委員会（委員長：浦本直

彦副会長）の審査を経て，第 319 回理事会で受賞者を選定する予定． 
  

 (2) 平成 28 年度現場イノベーション賞（第 32 回定時社員総会で表彰の予定：平成 29 年 6 月） 

学会規程に基づき，正会員による候補の推薦および現場イノベーション賞選定委員会（委員長: 

浦本直彦副会長）の審査を経て，第 319 回理事会で受賞者を選定する予定． 
 

(3) 平成 28 年度論文賞（第 32 回定時社員総会で表彰の予定：平成 29 年 6 月） 

    学会規程に基づき，論文誌第 31 巻第 1 号～第 6 号に発表された論文を対象に，正会員による候補 

の推薦および論文賞選定委員会（委員長：山川宏編集委員長）の審査を経て，第 319 回理事会で受 

賞者を選定する予定． 
 

 (4) 平成 28 年度研究会優秀賞（第 32 回定時社員総会で表彰の予定：平成 29 年 6 月） 

学会規程に基づき，平成 28 年度の研究会で発表された論文を対象に，各委員会による候補の推薦 

および研究会優秀賞選定委員会（委員長：中臺一博研究会運営委員長）による審査を経て，第 319 

回理事会で受賞者を選定する予定．  
 

(5) 平成 28 年度全国大会優秀賞（人工知能学会誌 Vol. 31, No. 6 で表彰：平成 28 年 11 月 1 日発行）  

   全国大会表彰規程に基づき，全国大会開催期間平成 28 年 6 月 6 日から 6 月 9 日までに発表され

た全件を対象に，プログラム委員，各セッションの座長，評者，オーガナイザによる候補の推薦およ

び全国大会優秀賞選定委員会（委員長：有村博紀大会プログラム委員長）による審査を経て，理事会

で受賞者を選定する予定． 
 
 (4) 研究および調査の実施（定款 4 条 4 号） 
 

 
① 第 1 種研究会（研究会運営委員会：中臺 一博委員長，    副委員長）  

 
   (1) 人工知能基本問題研究会（略称 SIG-FPAI） 

     主査：河原 吉伸（大阪大学），主幹事：瀧川 一学 (北海道大学)  

幹事：石畠 正和（NTT）  

 第 101 回   isAI または合同研究会に参加 担当：河原，瀧川，ゲスト幹事 
 第 102 回  1 月 テーマ「未定」  担当：新幹事 
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     第 103 回  3 月 テーマ「未定」    担当：新幹事 
      

     (2) 知識ベースシステム研究会（略称 SIG-KBS） 
  主査：大原 剛三（青山学院大学），主幹事：尾崎 知伸（日本大学） 

     幹事：猪口 明博（関西学院大学），原田 恵雨（苫小牧工業高等専門学学校） 

   第 108 回   7 月～8 月 テーマ「未定」  担当：猪口 
      第 109 回   合同研究会 2016 に参加   担当：尾崎 
      第 110 回   2 月～3 月 テーマ「未定」 担当：原田 
 
  (3) 言語・音声理解と対話処理研究会（略称 SIG-SLUD） 

主査：伝 康晴（千葉大学），主幹事：岡田 将吾（東京工業大学） 

     幹事：増田 将伸（京都産業大学），大塚 裕子（はこだて未来大学），鈴木 佳奈（広島国際 

 大学），船越 孝太郎 （ホンダ・リサーチ・インスティチュート・ジャパン） 
       第 77 回  7 月 会場：未定 テーマ「未定」 
       第 78 回 10 月 会場：未定 テーマ「未定」他研究会と連続開催 
       第 79 回  2 月 会場：未定 テーマ「未定」 
 
     (4) 先進的学習科学と工学研究会（略称 SIG-ALST） 

主査：松原 行宏（広島市立大学），主幹事：笠井 俊信（岡山大学） 
   幹事：嶺 竜治（日立製作所），岡本 勝（広島市立大学），東本 崇仁（東京理科大学） 

第 77 回  6 月～7 月に開催   担当：未定 
       第 78 回 合同研究会 2016 に参加  担当：未定 

第 79 回  3 月 会場・テーマ「未定」  担当：未定 
 
     第 27 回教育システム若手の会 10 月～11 月に開催 会場：関東 テーマ「未定」 
 
 
 ② 第 2 種研究会（研究会運営委員会：和泉 潔委員長，    副委員長）  
 

 (1) AI チャレンジ研究会（略称 SIG-Challenge） 
     主査：光永 法明（大阪教育大学），主幹事：中臺 一博（ﾎﾝﾀﾞﾘｻｰﾁｲﾝｽﾃｨﾁｭｰﾄ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ） 
 幹事：植村 渉（龍谷大学），公文 誠（熊本大学），中村 圭佑（ﾎﾝﾀﾞﾘｻｰﾁｲﾝｽﾃｨﾁｭｰﾄ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ） 
   第 45 回  6 月  「ロボカップ特集」 担当：光永，植村  

      第 46 回 11 月 「ロボット聴覚」 合同研究会 2016 に参加  担当：中臺，公文，中村 
 第 47 回  3 月 「ロボカップ特集」 担当：光永，植村 
 

 (2) ことば工学研究会（略称 SIG-LSE） 
     主査：阿部 明典（千葉大学），主幹事：笠原 要（NTT） 
      第 52 回   7 or 8 月 0r9 月 会場：関西  テーマ「未定」 
       第 53 回 11 月 or12 月 会場：未定  テーマ「未定」 

      第 54 回   2 or 3 月  会場：千葉大 テーマ「未定」 
 
 (3) コモンセンス知識と情動研究会（略称 SIG-CKE） 
   主査：竹林 洋一（静岡大学），主幹事：桐山 伸也（静岡大学） 

 幹事：佐藤 久美子（玉川大学），沢井 佳子（チャイルド・ラボ），石川 翔吾（静岡大学） 
     第 8 回    7 月 会場：浜松 
     第 9 回   11 月 会場：慶応大学日吉 合同研究会 2016 に参加 
    第 10 回   2 月 会場：浜松 情報処理学会と共催 
 
 (4) 身体知研究会（略称 SIG-SKL） 

     主査：藤波 努（北陸先端科学技術大学院大学），主幹事：諏訪 正樹（慶応義塾大学） 
 幹事：大武 美保子（千葉大学），奥野 敬丞（産業技術総合研究所），橋詰 謙（大阪大学）， 
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 古川 康一（嘉悦大学），松浦 慶総（横浜国立大学） 
     第 3 回国際ワークショップ 11 月 JSAI-isAI2016 に参加 
     第 23 回 3 月 10 日   会場：都内 
    
 (5) ナチュラルコンピューテイング研究会（略称 SIG-NAC） 

     主査：鈴木 泰博 (名古屋大学) ，主幹事：萩谷 昌己（東京大学） 
  第 18 回   4 月 膜研究会 公立はこだて未来大学 担当：鈴木 
 第 19 回   5 月 国際 WS 国際教養大学 担当：鈴木，萩谷 
 第 20 回   9 月 SOMA・WS 担当：鈴木 
 第 21 回  11 月 合同研究会 2016 担当：鈴木  
 第 22 回      国際 WS 担当：鈴木 
 第 23 回      膜研究会 
 

  (6) 分子生物情報研究会（SIG-MBI） 
     主査：小長谷 明彦（東京工業大学），主幹事：瀧ノ上 正浩（東京工業大学） 
 第 61 回  7 月 他研究会と共催か連続開催  担当：瀧ノ上  
       第 62 回 11 月 他学会と共催・合同研究会 2016 担当：小長谷  

 第 63 回  3 月 他学会と共催   担当：佐藤 
 
 

 (7) 社会における AI 研究会（略称 SIG-SAI） 
     主査：篠田 孝祐（電気通信大学），主幹事：伊藤 暢浩（愛知工業大学） 
     幹事：香山 健太郎（情報通信研究機構），藤井 秀樹（東京大学），小川 祐樹（立命館大学）， 
 諏訪 博彦（奈良先端科学技術大学院大学），小柴 等（科学技術・学術政策研究所） 
       第 26 回 11 月  会場：慶大日吉  合同研究会 2016 に参加  
       第 27 回 11 月～12 月 RoboCup 秋キャンプ 

 第 28 回  3 月 信学会，情処と合同開催   
 
 (8) 金融情報学研究会（略称 SIG-FIN） 
 （ファイナンスにおける人工知能応用研究会を名称変更） 

     主査：和泉 潔 (東京大学)，主幹事：酒井 浩之(成蹊大学) 
 幹事： 落合 友四郎（大妻女子大学） ，関 和広（甲南大学），西山 昇（Dragons' Desk Limited）， 
 水田 孝信（スパークス・アセット・マネジメント），八木 勲 (神奈川工科大学) 
         第 17 回  9 月  東京 担当：八木，酒井，関，西山  
    第 18 回  1 月  東京 担当：落合，酒井，水田，八木 

 
 (9) 知識・技術・技能の伝承支援研究会（略称 SIG-KST） 

     主査：稗方 和夫（東京大学），主幹事：古川 慈之（産業技術総合研究所） 
 幹事：青島 大悟（ツールラボ），坂口 憲一（テクノソリューション），佐久間 正剛（東芝）， 
    松尾 宏平（海上技術安全研究所） 
     第 28 回   7 月  担当：稗方   
     第 29 回   11 月 会場：慶大日吉 合同研究会 2016 に参加 担当：古川 
    第 30 回   3 月    担当：稗方 
 
 (10) 知識流通ネットワーク研究会（略称 SIG-KSN） 

     主査：山本 修一郎（名古屋大学），主幹事：神戸 雅一（NTT データ） 
     幹事：岡本 青史（富士通研究所），桑田 喜隆（室蘭工業大学），櫨山 淳雄（東京学芸大学）， 

小林 紀之（富士通研究所） 
     第 19 回   9 月 名古屋  テーマ「知識創造プロセスおよび一般」 
     第 20 回 3 月  東京    テーマ「知識ネットワークモデルおよび一般」 

  
 (11) セマンテックウェブとオントロジー研究会（略称 SIG-SWO） 
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     主査：古崎 晃司（大阪大学），副主査：長野 伸一（東芝） 
     幹事：大向 一輝（国立情報学研究所），森田 武史（慶應義塾大学）  
     第 39 回  7 月      会場：東京近郊を予定    担当：長野 
     第 40 回 11 月   担当：大向  
    第 41 回  3 月    会場：未定  合宿を予定  担当：森田 

 
 (12) データ指向構成マイニングとシミュレーション研究会（略称 SIG-DOCMAS） 

     主査：服部 宏充（立命館大学），主幹事：川村 秀憲（北海道大学） 
 幹事：和泉 潔（東京大学），鳥海 不二夫（東京大学），大原 剛三（青山学院大学） 
 第 11 回 11 月 会場：慶大日吉 合同研究会 2016 に参加，担当：服部 
 第 12 回 3 月 「社会システムと情報技術研究ウィーク」他学会と連続開催 担当：鳥海 
 第 6 回研究会合宿 12 月 
   
  (13) ビジネスインフォマテックス研究会（略称 SIG-BI） 

     主査：寺野 隆雄（東京工業大学），主幹事：高橋 大志（慶応義塾大学） 
   幹事：倉橋 節也（筑波大学），後藤 祐介（岩手県立大学），小林 知巳（小林マネジメント研 
 究所），鳥山 正博（立命館大学），菱山 玲子（早稲田大学） 
 第 5 回 11 月 会場：慶大日吉 合同研究会 2016 に参加，担当：高橋，倉橋， 
 第 6 回  3 月 担当：高橋，倉橋 

 
 

 (14) ウェブサイエンス研究会（略称 SIG-WEBSCI） 
     主査：岡 瑞起（筑波大学），主幹事：橋本 康弘（筑波大学） 
 幹事：鳴海 拓志（東京大学），佐藤 翔（同志社大学），濱崎 雅弘（産業技術総合研究所） 
 第 2 回  5 月  未定， 
 第 3 回 11 月 未定 
      
 

 (15) 医用人工知能研究会（略称 SIG-AIMED） 
     主査：津本 周作（島根大学），主幹事：矢入 郁子（上智大学） 
 幹事：大武 美保子（千葉大学），古崎 晃司（大阪大学），大江 和彦（東京大学） 
 第 2 回  6 月  医療情報学会と連続開催 担当：津本 
 第 3 回  9 月 担当：矢入 
      
      

 (16) インタラクティブ情報アクセスと可視化マイニング研究会（略称 SIG-AM） 
     主査：加藤 恒昭（東京大学），主幹事：砂山 渡（滋賀県立大学） 
 幹事：松下 光範（関西大学），阿部 明典（千葉大学） 
 第 13 回  7 月  東京大学， 
 第 14 回 11 月 合同研究会 2016 に参加 
 第 15 回  3 月 関西大学 
      
 

 (17) 汎用人工知能研究会（略称 SIG-AGI） 
     主査：山川 宏（ドワンゴ人工知能研究所），主幹事：市瀬 龍太郎（国立情報学研究所） 
 幹事：荒川 直哉（ドワンゴ人工知能研究所），嶋田 悟（ZMP） 
 第 3 回 10 月  担当：荒川， 
 第 4 回  3 月 担当：嶋田 
      
     
      
     
 ④ 合同研究会 2016（研究会運営委員会：中臺 一博委員長，    副委員長長） 
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・日 時：平成 28 年 11 月 9 日（水）～12 日（土） 
 

・場 所：慶応義塾大学 日吉キャンパス 来往舎  
 

・参加予定研究会：11 研究会（21 研究会中） 
 
 
(5) 関連学術団体との連絡および協力（定款 4 条 5 号） 
 
   昨年度に引き続き，他学会との協調（共催，協賛，後援）により学会活動の活性化，多様化を推進 

する．  
 
 
(6) その他目的を達成するために必要な事業（定款 4 条 6 号） 
    
  なし 
 
  
(7) 会議などに関する事項   
 
① 総 会 

 
平成 28 年度第 31 回定時社員総会 

平成 28 年 6 月 24 日（金）慶応義塾大学日吉キャンパス 来往舎で開催の予定． 

予定議案： 

第 1 号議案 平成 27 年度事業報告書承認の件 

第 2 号議案 個人会員の除名処分承認の件 

第 3 号議案 平成 27 年度決算書・監事報告書承認の件 

第 4 号議案 平成 28 年度事業計画書承認の件 

第 5 号議案 平成 28 年度収支予算書承認の件 

第 6 号議案 平成 28 年度役員選任の件 
 
 ② 理事会 
 
    8 月を除く各月に計 11 回開催の予定. 
 
 ③ 委員会 
 
    会誌編集委員会，研究会運営委員会，企画委員会，全国大会委員会／実行委員会／プログラム委

員会，広報委員会，財務委員会，総務委員会，功績賞・功労賞・現場イノベーション賞選定委員会，

出版委員会，倫理委員会，学会創立 30 周年記念事業準備委員会を随時開催の予定． 
 
 
(8) 平成 28 年度役員構成(案) 
 
  別紙 
 
 
(9) 平成 27‐28 年度代議員構成 
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第5号議案
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平成28年度新任理事及び新任監事候補者

全員：非常勤

役職名 氏　　 名 所        　　属

理　事 荒井　幸代 千葉大学

理　事 伊藤　孝行 名古屋工業大学

理　事 尾形　哲也 早稲田大学

理　事 小野田　崇 青山学院大学

理　事 小林　一郎 お茶の水女子大学

理　事 杉本　雅則 北海道大学

理　事 竹内　広宜 日本アイ・ビー・エム（株）

理　事 野田　五十樹 産業技術総合研究所

理　事 東中　竜一郎 日本電信電話（株）

理　事 土方　嘉徳 大阪大学

理　事 森田　千絵 （株）東芝

理　事 山川　宏 （株）ドワンゴ

理　事 山田　誠二 国立情報学研究所

監　事 石川　泰 三菱電機（株）

（理事は五十音順，敬称略）

全員：非常勤

役職名 氏　　 名 所        　　属

副会長 浦本　直彦 日本アイ・ビー・エム（株）

理　事 今井　倫太 慶應義塾大学

理　事 今一　修 （株）日立製作所

理　事 太田　唯子 （株）富士通研究所

理　事 岡村　和男 パナソニック（株）

理　事 岡本　洋 富士ゼロックス（株）

理　事 鹿島　久嗣 京都大学

理　事 倉橋　節也 筑波大学

理　事 神田　智子 大阪工業大学

理　事 高間　康史 首都大学東京

理　事 中臺　一博 （株）ホンダ･リサーチ･インスティチュート･ジャパン

理　事 福島　俊一 日本電気（株）

監　事 丸山　文宏 （株）富士通研究所

（理事は五十音順，敬称略）

平成28年度留任理事及び留任監事

第6号議案
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平成27年度末退任役員名簿

全員：非常勤

役職名  氏　　　名 　　　　所        　　属

会　長 松原　　仁 公立はこだて未来大学

副会長 山田　誠二 国立情報学研究所

理　事 有村　博紀 北海道大学

理　事 和泉　　潔 東京大学

理　事 井上　克巳 国立情報学研究所

理　事 岩爪　道昭 情報通信研究機構

理　事 大武　美保子 千葉大学

理　事 栗原　聡 電気通信大学

理　事 駒谷　和範 大阪大学

理　事 長野　伸一 （株）東芝

理　事 平松　薫 日本電信電話（株）

理　事 村上　明子 日本アイ・ビー・エム（株）

理　事 矢入　健久 東京大学

監　事 住田　一男 （株）東芝

（理事は五十音順，敬称略）
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淺川 和雄 (株)富士通研究所 砂山 　渡 広島市立大学

麻生 英樹 産業技術総合研究所 住田 一男 (株)東芝

有村 博紀 北海道大学大学院 高田 司郎　　近畿大学

安藤 真一 日本電気(株) 高間 康史 首都大学東京

井佐原 均 豊橋技術科学大学 竹田 正幸 九州大学

和泉 　潔 東京大学 塚田 　元 豊橋技術科学大学

乾 健太郎 東北大学 辻野 克彦 三菱電機(株)

井上 克巳 国立情報学研究所 辻野 広司 (株)ﾎﾝﾀﾞ･ﾘｻｰﾁ･ｲﾝｽﾃｨﾁｭｰﾄ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ

今井 倫太 慶應義塾大学 津田   宏 (株)富士通研究所

今一 　修 (株)日立製作所 堤 富士雄 (一財)電力中央研究所

岩崎 弘利 (株)デンソーアイティーラボラトリ 津本 周作 島根大学

岩爪 道昭 情報通信研究機構 東条 　敏 北陸先端科学技術大学院大学

岩山 　真 (株)日立製作所 徳永 健伸 東京工業大学

植田 一博 東京大学 中臺 一博 (株)ﾎﾝﾀﾞ･ﾘｻｰﾁ･ｲﾝｽﾃｨﾁｭｰﾄ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ

植野 　研 (株)東芝 長野 伸一 (株)東芝

浦本 直彦 日本アイ・ビー・エム(株) 中野 幹生 (株)ﾎﾝﾀﾞ･ﾘｻｰﾁ･ｲﾝｽﾃｨﾁｭｰﾄ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ

大川 剛直 神戸大学 中野 有紀子 成蹊大学　

大須賀 昭彦 電気通信大学 中山 浩太郎 東京大学

太田 唯子 (株)富士通研究所 沼尾 正行 大阪大学

大武 美保子 千葉大学大学院 萩原 将文 慶應義塾大学

大原 剛三 青山学院大学 東中 竜一郎 日本電信電話(株)

大和田 勇人 東京理科大学 土方 嘉徳 大阪大学

岡村 和男 パナソニック(株) 平田 耕一 九州工業大学

岡本 洋 富士ゼロックス(株) 平松 　薫 日本電信電話(株)

柏原 昭博 電気通信大学 平山 勝敏 神戸大学

鹿島 久嗣 京都大学 福島 俊一 日本電気(株)

金田 重郎 同志社大学大学院 藤田   茂 千葉工業大学

神嶌 敏弘 産業技術総合研究所 前田 　章 (株)日立製作所

河原 達也 京都大学 増市 　博 富士ゼロックス (株)

川村 隆浩 (株)東芝 間瀬 健二 名古屋大学

菊池 英明 早稲田大学 松居 辰則 早稲田大学

北村 泰彦 関西学院大学 松尾 　豊 東京大学

來村 徳信 立命館大学 松原 繁夫 京都大学大学院

清野 正樹 パナソニック(株) 松原 　仁 公立はこだて未来大学

倉橋 節也 筑波大学 丸山 　宏 情報・システム研究機構

栗原 　聡 電気通信大学 丸山 文宏 (株)富士通研究所

槫松 理樹 岩手県立大学 村上 明子 日本アイ・ビー・エム(株)

神田 智子 大阪工業大学 村田 剛志 東京工業大学

小西 達裕 静岡大学 本村 陽一 産業技術総合研究所

小林 一郎 お茶の水女子大学 森川 幸治 パナソニック(株)

小林 義行 (株)日立製作所 矢入 健久 東京大学　

駒谷 和範 大阪大学 矢田 勝俊 関西大学

小松 孝徳 明治大学 山川 　宏 (株)ドワンゴ　

櫻井 祐子 九州大学 山口 高平 慶應義塾大学

佐藤 敦 日本電気(株) 山田 誠二 国立情報学研究所

佐藤 理史 名古屋大学 山本 大介 名古屋工業大学

島津 秀雄 NECソリューションイノベータ(株) 吉田 健一 筑波大学大学院

新保 仁 奈良先端科学技術大学院大学 鷲尾 　隆 大阪大学

2015-2016年度人工知能学会代議員（96名）
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